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国
立
民
族
学
博
物
館
長

須
藤　

健
一

ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
日
本
に
い
た
る
ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
た
壮
大
な
農
耕
文
化
論
が
佐
々
木
高
明
先
生
の
研
究
の
真
髄

で
あ
る
。
先
生
は
日
本
山
村
の
焼
畑
調
査
か
ら
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
台
湾
そ
し
て
中
国

な
ど
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
た
。
農
耕
基
層
文
化
の
研
究
一
筋
に
半
世
紀
、
ま
さ
に
「
一
徹
な
研
究
者
」
で

あ
っ
た
。

一
九
七
一
年
に
名
著
『
稲
作
以
前
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
）を
上
梓
さ
れ
、
縄
文
時
代
の
西
日
本
に
雑
穀
や
イ
モ
を
栽
培
す

る
農
耕
文
化
が
存
在
し
た
と
提
唱
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
尾
佐
助
先
生
の
照
葉
樹
林
文
化
論
を
発
展
さ
せ
た
説
で
あ
る
。
当

時
、
日
本
列
島
の
農
耕
は
、
弥
生
時
代
の
水
田
稲
作
に
は
じ
ま
る
と
い
う
説
が
主
流
で
「
異
端
の
学
説
」
と
批
判
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
縄
文
遺
跡
で
穀
類
の
発
掘
が
相
次
ぎ
、
佐
々
木
仮
説
は
見
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

照
葉
樹
林
文
化
の
「
南
の
道
」
の
文
化
と
と
も
に
、
北
東
ア
ジ
ア
を
起
源
と
す
る
「
ナ
ラ
林
文
化
」
の
存
在
、
さ
ら
に
南

島
や
北
方
ア
イ
ヌ
の
文
化
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
日
本
の
基
層
文
化
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
受
容
し
、
重
な
り
合
っ
て
形

成
さ
れ
た
こ
と
を
実
証
し
た
。
こ
れ
が
日
本
文
化
重
層
論
で
あ
る
。
こ
の
重
厚
な
研
究
に
よ
り
、
二
〇
〇
四
年
に
「
第
十
四

回
南
方
熊
楠
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
。
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佐
々
木
先
生
は
「
や
ー
」
と
手
を
挙
げ
て
誰
に
で
も
話
し
か
け
る
学
者
だ
っ
た
。
そ
の
お
人
柄
が
、
文
系
だ
け
で
な
く
、

分
子
生
物
学
や
遺
伝
学
な
ど
理
系
の
研
究
者
を
巻
き
込
ん
で
ア
ジ
ア
を
俯
瞰
す
る
農
耕
文
化
論
の
第
一
人
者
な
ら
し
め
た

源
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
日
本
の
農
耕
文
化
を
描
き
続
け
ら
れ
た
。
未
完
の
ま
ま
残
さ
れ
た
本
論
集
が
、
後
輩
と
お
弟
子
さ

ん
の
手
に
よ
っ
て
世
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
書
は
広
い
視
野
と
深
い
読
み
か
ら
う
ま
れ
た
、
佐
々
木
農
耕
文
化
論
の
金
字
塔
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
七
月
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序
論　

研
究
の
原
点
と
日
本
民
族
文
化
起
源
論
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第
一
章    『
稲
作
以
前
』
か
ら
の
出
発 

―
― 

研
究
の
原
点
を
ふ
り
返
る

第
一
節   『
稲
作
以
前
』
を
再
考
す
る

⑴  

『
稲
作
以
前
』
で
訴
え
た
も
の

私
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『
稲
作
以
前
』

私
は
一
九
七
一
年
に
『
稲
作
以
前
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）を
出
版
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
水
田
稲
作
農
耕
が
日
本
列
島
に
伝
来
し
て

く
る
以
前
に
、
ア
ワ
な
ど
の
雑
穀
類
や
イ
モ
な
ど
を
主
作
物
と
す
る
焼
畑
農
耕
と
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
文
化
が
、
主
と
し
て
西
日
本

の
山
地
や
丘
陵
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
の
で
す
。
こ
の
書
物
は
刊
行
当
時
、
学
界
で
も
か
な
り
の
反
応
が
あ
り
、

そ
の
後
も
多
数
の
版
を
重
ね
た
と
い
う
意
味
で
、
少
し
気
恥
ず
か
し
い
表
現
で
す
が
、
私
の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
い
え
る
著
作
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
書
の
刊
行
当
時
の
こ
と
を
回
想
し
、『
東
京
新
聞
』（
二
〇
〇
四
年
五
月
二
日
）の
紙
上
で
私
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す（
原
文
の
一
部
を
改
変
・
補
筆
）。

　

水
田
稲
作
農
耕
が
伝
来
す
る
以
前
に
、
焼
畑
農
耕
を
主
体
と
し
た
農
耕
が
、
西
日
本
の
山
地
を
中
心
に
展
開
し
て
い
た
に
違

い
な
い
と
主
張
し
た
こ
の
書
は
、
日
本
文
化
は
稲
作
文
化
そ
の
も
の
で
あ
り
、
稲
作
以
前
の
縄
文
時
代
は
採
集
・
狩
猟
の
時
代

で
あ
り
、
農
耕
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
信
じ
て
い
た
当
時
の
「
学
界
の
常
識
」
に
大
き
く
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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第
二
章　

戦
後
の
日
本
民
族
文
化
起
源
論 

―
― 

そ
の
回
顧
と
展
望

本
稿
は
岡
正
雄
・
柳
田
國
男
の
所
説
に
始
ま
り
、
民
博
の
「
日
本
民
族
文
化
の
源
流
の
比
較
研
究
」
を
へ
て
、
日
文
研
を
中
心
と
し
た
「
日

本
人
及
び
日
本
文
化
の
起
源
の
研
究
」
に
至
る
、
戦
後
の
日
本
民
族
文
化
起
源
論
の
展
開
の
大
要
と
そ
の
間
に
み
ら
れ
た
諸
学
説
の
変
遷
を

大
観
し
、
あ
わ
せ
て
こ
の
種
の
起
源
論
の
直
面
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
次
の
４
点
を
摘
記
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

１
．
日
本
文
化
を
単
一
・
同
質
の
稲
作
文
化
だ
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
起
源
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
文
化
が
複
合
し
た
多
元
的

で
多
重
な
構
造
を
も
つ
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
一
連
の
研
究
を
通
じ
て
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
．
考
古
学
・
人
類
学
・
遺
伝
学
そ
の
他
の
隣
諸
科
学
の
発
達
と
そ
れ
ら
と
の
協
業
の
成
果
が
、
起
源
論
の
研
究
に
格
段
の
発
展
を
も
た

ら
し
た
。
そ
の
傾
向
は
今
後
も
一
層
顕
著
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
種
の
学
際
的
総
合
的
研
究
を
推
進
す
る
に
は
、
す
ぐ
れ
た
研
究
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
そ
れ
を
支
え
る
大
型
の
研
究
組
織
が
必
要
で
あ
る
。

３
．
日
本
民
族
文
化
起
源
論
の
展
開
は
、
わ
が
国
で
は
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
う
と
い
う
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
て
展
開
し

て
き
た
が
、
最
近
の
国
際
化
の
進
展
な
ど
の
状
況
の
も
と
で
、
こ
の
種
の
問
題
意
識
と
そ
の
理
解
を
求
め
る
社
会
的
要
請
は
一
層
拡
大
し
て

き
て
い
る
。
そ
れ
に
応
じ
る
こ
と
が
学
界
と
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

４
．
だ
が
、
現
下
の
最
大
の
問
題
は
、
組
織
の
問
題
で
は
な
く
人
の
問
題
で
あ
る
。
大
林
太
良
が
指
摘
し
た
如
く
「
最
近
の
若
い
世
代
の

民
族
学
者
に
日
本
民
族
文
化
形
成
論
の
研
究
が
低
調
な
こ
と
」
が
今
日
の
難
問
で
あ
る
。
日
本
民
族
文
化
起
源
論
を
含
め
、
歴
史
民
族
学
的

課
題
の
克
服
に
、
日
本
の
民
族
学（
文
化
人
類
学
）界
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
教
授
の
退
官
記
念
論
文
集H

. D
. O
lschleger （ed.

） Theories and M
ethods in Japanese Studies: 
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日
本
農
耕
文
化
の
形
成　
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第
三
章　

日
本
農
耕
文
化
の
源
流
を
さ
ぐ
る

﹇
解　

説
﹈

「
序
論
」
で
も
触
れ
た
が
、
一
九
七
四
年
に
組
織
と
し
て
創
設
さ
れ
た
国
立
民
族
学
博
物
館
は
、
そ
の
後
、
建
物
の
建
築
を
行
い
、
収
集
・

展
示
の
作
業
を
す
す
め
て
、
一
九
七
七
年
十
一
月
に
よ
う
や
く
開
館
の
運
び
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
機
会
に
、
長
期
に
亘
り
計
画
的
・
総
合
的

な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
特
別
研
究
」
と
し
て
展
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
、「
日
本
民
族
文
化
の
源
流
の
比
較
研
究
」
が
十
年
に
及
ぶ
長
期
計

画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
発
足
し
た
。
私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
者
と
し
て
計
画
を
主
宰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
回
目（
一
九
七
九
年
度
）の
研
究
テ
ー
マ
が
「
農
耕
文
化
」
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
四
日
間
に
亘

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
こ
こ
に
収
録
し
た
「
日
本
農
耕
文
化
源
流
論
の
視
点
」
は
、
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
で
行
っ
た
「
問

題
提
起
」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
民
族
学（
文
化
人
類
学
）を
は
じ
め
、
作
物
学
や
植
物
学
・
家
畜
学
、
さ
ら

に
考
古
学
や
民
俗
学
、
地
理
学
や
歴
史
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
が
参
加
し
、
文
字
通
り
学
際
的
な
発
表
と
討
論
が
行
わ
れ

た
。そ

の
成
果
は
『
日
本
農
耕
文
化
の
源
流
―
―
日
本
文
化
の
原
像
を
求
め
て
⑴
』（
一
九
八
三
）と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
「
あ
と
が
き
」
の

中
で
「
こ
う
し
た
学
際
的
に
も
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
を
擁
し
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
民
族
学
を
中
心
に
、
こ
れ
に
隣
接
諸
科
学
の
学
者
が
加

わ
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
現
在
の
日
本
の
学
界
の
水
準
を
示
し
得
た
も
の
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い

る
。
今
後
し
ば
ら
く
の
間
、
こ
の
種
の
研
究
が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
そ
の
報
告
書
で
あ
る
本
書
が
、
研
究
の
出
発
点

の
一
つ
と
な
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
こ
の
研
究
の
成
果
の
一
端
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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第
四
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東
ア
ジ
ア
の
基
層
文
化
と
日
本

﹇
解　

説
﹈

国
立
民
族
学
博
物
館
に
お
け
る
特
別
研
究
「
日
本
民
族
文
化
の
源
流
の
比
較
研
究
」
は
一
九
七
八
年
に
始
ま
り
、
以
後
各
年
毎
に
個
別

テ
ー
マ
を
中
心
と
す
る
研
究
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
最
終
年
度
に
当
た
る
一
九
八
八
年
一
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
の
四
日
間
に
亘
り
、

「
日
本
民
族
文
化
源
流
論
の
課
題
と
展
望
」
と
い
う
総
括
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
十
年
に
亘
る
こ
の
研
究
の
ま
と
め
を
行
っ
た
。

そ
の
成
果
は
、
佐
々
木
高
明
・
大
林
太
良（
共
編
）『
日
本
文
化
の
源
流
―
―
北
か
ら
の
道
・
南
か
ら
の
道
』（
一
九
九
一
）と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、

こ
こ
に
再
録
し
た
「
東
ア
ジ
ア
の
基
層
文
化
と
日
本
」
は
、
そ
の
冒
頭（
第
一
章
）に
序
論
的
意
味
を
こ
め
て
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
東
ア
ジ
ア
全
体
を
視
野
に
、
自
然
や
文
化
の
お
お
ま
か
な
位
置
づ
け
と
そ
の
変
動
、
あ
る
い
は
日
本
の
基
層
文
化
の
形
成
を
考

え
る
場
合
に
想
定
さ
れ
る
文
化
ク
ラ
ス
タ
ー
の
確
認
、
及
び
東
ア
ジ
ア
の
農
耕
文
化
を
最
終
的
に
特
色
づ
け
る
稲
作
文
化
の
問
題
な
ど
を
総

括
的
に
と
り
あ
げ
た
。

但
し
、
本
論
の
も
と
に
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
時
点
が
一
九
八
八
年
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
は
一
九
八
〇
年
代
前
半
ま
で
の
資

料
に
基
づ
い
て
所
論
が
組
み
立
て
ら
れ
、
叙
述
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
稲
作
の
起
源
と
そ
の
伝
播
に
つ
い
て
は

旧
来
の
「
雲
南
・
ア
ッ
サ
ム
起
源
論
」
の
立
場
に
立
ち
、
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
た
「
長
江
中
・
下
流
域
起
源
論
」
に
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
点
を
除
く
大
き
な
研
究
の
枠
組
と
し
て
は
有
効
な
点
が
多
く
、
そ
の
後
の
私
の
研
究
を
方
向
づ
け
る
フ
レ
ー
ム
・
ワ
ー

ク
が
、
こ
の
論
文
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
点
が
少
な
く
な
い
。

私
の
日
本
文
化
論
の
代
表
作
と
な
っ
た
『
日
本
文
化
の
多
重
構
造
』（
一
九
九
七
）の
第
一
章
・
第
二
章
は
、
こ
の
論
文
を
基
礎
に
し
て
、
そ
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153　 第五章　畑作文化と稲作文化

第
五
章　

畑
作
文
化
と
稲
作
文
化 

―
― 

日
本
農
耕
文
化
の
基
層
を
作
る
も
の

﹇
解　

説
﹈

こ
の
「
第
五
章　

畑
作
文
化
と
稲
作
文
化
」
は
網
野
善
彦
氏
が
中
心
に
な
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
岩
波
講
座
日
本
通
史 

第
一
巻 

日
本
列
島
と

人
類
社
会
』（
一
九
九
三
）の
な
か
の
一
章
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
日
本
の
農
耕
文
化
の
特
色
を
、
従
来
の
よ
う
に
単

一
の
稲
作
文
化
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
非
稲
作（
畑
作
）文
化
と
稲
作
文
化
の
二
つ
の
異
質
な
文
化
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉

え
た
点
に
、
文
化
論
と
し
て
の
特
色
が
あ
る
。
と
く
に
「
基
層
と
し
て
の
畑
作
文
化
の
特
色
の
存
在
」
を
強
調
し
た
第
二
節
は
『
稲
作
以
前
』

（
一
九
七
一
）以
来
の
私
の
研
究
の
要
約
と
も
言
え
る
内
容
を
も
ち
、
第
三
節
の
「
稲
作
へ
の
収
斂
と
畑
作
文
化
の
伝
統
」
は
、
日
本
農
耕
文

化
の
歴
史
的
特
色
と
し
て
、
先
史
時
代
あ
る
い
は
古
代
以
来
、
畑
作
文
化
と
稲
作
文
化
の
両
者
が
せ
め
ぎ
合
い
、
次
第
に
稲
作
の
経
済
的
・

社
会
的
役
割
が
大
き
く
な
り
、
遂
に
は
す
べ
て
の
社
会
的
価
値
を
コ
メ
に
換
算
す
る
「
近
世
石
高
制
」
の
完
成
に
よ
っ
て
、
そ
の
極
点
に
達

し
た
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
た
。
そ
の
こ
と
は
文
化
の
面
か
ら
み
れ
ば
「
稲
作
へ
の
文
化
的
収
斂
現
象
」
の
進
展
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
積
極
的
に
説
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
歴
史
的
過
程
を
み
る
と
、m

ono spectrum
な
生
業
構
造
の
特
色
を
も
つ
稲
作
文
化
に
対
し
、broad spectrum

な

生
業
構
造
を
も
つ
非
稲
作（
畑
作
）文
化
の
伝
統
は
、
山
民
文
化
の
中
な
ど
に
そ
の
影
響
を
留
め
、
日
本
農
耕
文
化
の
多
様
な
特
性
の
形
成
に

深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
否
定
し
難
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
非
稲
作
文
化
の
役
割
を
注
目
す
る
視
点
は
、
そ
の
後
、『
日
本
文
化
の
多

重
構
造
』（
一
九
九
七
、
と
く
に
第
一
〇
章
）や
『
日
本
文
化
の
多
様
性
』（
二
〇
〇
九
、
と
く
に
第
三
・
第
四
章
）な
ど
の
著
作
の
中
に
継
承
・
展
開

さ
れ
、
私
の
日
本
文
化
論
の
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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189　 第六章　稲作の始まり

第
六
章　

稲
作
の
始
ま
り

﹇
解　

説
﹈

こ
の
「
稲
作
の
は
じ
ま
り
」
は
二
〇
〇
三
年
二
月
に
『
週
刊
朝
日
百
科
37 

新
訂
増
補　

日
本
の
歴
史
原
始
・
古
代
７ 

稲
と
金
属
器
』（
通
巻

五
六
八
号
、
改
訂
第
一
刷
）に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
実
は
一
九
八
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
週
刊
朝
日
百
科　

日
本
の
歴
史
39
』
に
も
同

名
の
論
文（
以
下
「
旧
稿
」
と
略
称
す
る
）が
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
、
全
面
的
に
改
稿（「
改
訂
稿
」
と
略
称
す
る
）し
、「
新
訂
増
補
」
と
銘

打
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
日
本
列
島
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
稲
作
の
起
源
と
そ
の

展
開
を
め
ぐ
っ
て
は
、
数
多
く
の
新
し
い
考
古
学
的
な
発
見
が
あ
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
は
じ
め
新
し
い
自
然
科
学
的
な
知
見
も
数
多
く
加
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
旧
稿
と
改
訂
稿
の
二
つ
の
論
文
の
間
に
は
大
き
な
違
い
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
差
異
―
―
つ
ま
り

新
し
い
発
見
と
研
究
の
進
展
の
結
果
―
―
は
、
大
き
く
三
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
第
一
は
、
縄
文
時
代
に
お
け
る
イ
ネ
を
含
む
作
物
遺
体
の
新
し
い
発
見
が
つ
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
旧
稿
で
は
一
九
七
八
年
に
板
付

遺
跡
の
縄
文
晩
期
の
文
化
層
か
ら
は
じ
め
て
整
っ
た
水
田
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
縄
文
の
稲
作
が
初
め
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
書
き
始
め
た

が
、
改
訂
稿
で
は
、
埋
蔵
種
子
分
析
、
花
粉
分
析
、
プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル
分
析
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
バ
イ
オ
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
研
究
の
進

展
に
伴
い
一
九
八
〇
年
代
以
後
、
縄
文
時
代
の
作
物
遺
体
の
発
見
が
相
つ
い
だ
こ
と
か
ら
筆
を
起
し
て
い
る
。
と
く
に
九
〇
年
代
に
入
り
縄

文
後
期
・
中
期
の
い
く
つ
か
の
遺
跡
か
ら
稲
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
遺
跡
の
立
地
状
況
そ
の
他
か
ら
、
こ
れ
ら
の
縄
文
の
稲

が
、
整
っ
た
水
田
で
は
な
く
、
む
し
ろ
山
地
斜
面
の
焼
畑
耕
地
や
谷
間
の
原
初
的
天
水
田
な
ど
で
少
量
ず
つ
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
で
は
板
付
遺
跡
や
菜
畑
遺
跡
そ
の
他
で
は
水
路
や
畦
道
を
備
え
た
整
っ
た
縄
文
水
田
が
み
ら
れ
る
の
で
、
縄
文
時
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205　 第七章　照葉樹林帯にその文化の特色を探る

第
七
章　

照
葉
樹
林
帯
に
そ
の
文
化
の
特
色
を
探
る

﹇
解　

説
﹈　

照
葉
樹
林
文
化
論
を
め
ぐ
っ
て

『
続
・
照
葉
樹
林
文
化
』
か
ら
『
照
葉
樹
林
文
化
と
は
何
か
』
ま
で

照
葉
樹
林
文
化
論
は
、
私
の
学
的
生
涯
を
通
じ
て
の
最
も
主
要
な
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
著
作
も
多

い
。
単
行
本
に
限
っ
て
も
、
上
山
春
平
・
中
尾
佐
助
と
共
著
で
、
照
葉
樹
林
文
化
を
構
成
す
る
主
要
な
文
化
要
素
を
示
し
、
そ
の
大
枠
を
提

示
し
た
『
続
・
照
葉
樹
林
文
化 

―
― 
東
ア
ジ
ア
の
文
化
の
源
流
』（
一
九
七
六
）が
ま
ず
刊
行
さ
れ
、
つ
い
で
私
の
単
著
で
、
照
葉
樹
林
文
化
の

民
族
誌
的
事
例
を
豊
富
に
示
し
、「
照
葉
樹
林
文
化
が
山
と
森
を
舞
台
と
す
る
生
活
文
化
の
体
系
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
『
照
葉
樹
林
文

化
の
道 

―
―
ブ
ー
タ
ン
・
雲
南
か
ら
日
本
へ
』（
一
九
八
二
）が
刊
行
さ
れ
た
。
つ
い
で
一
九
八
二
年
に
私
が
組
織
し
、
同
年
十
月
か
ら
十
二
月

に
わ
た
り
、
中
国
・
雲
南
省
南
部
の
西
双
版
名
お
よ
び
広
西
壮
族
自
治
区
の
一
部
で
調
査
を
行
っ
た
国
立
民
族
学
博
物
館
中
国
西
南
部
少
数

民
族
文
化
学
術
調
査
団
の
報
告
書
に
当
た
る
『
雲
南
の
照
葉
樹
の
も
と
で
』（
一
九
八
四
）が
出
版
さ
れ
、
同
行
し
た
研
究
者
に
よ
る
稲
作
起

源
論
や
歌
垣
、
モ
チ
性
食
品
、
羽
衣
説
話
な
ど
に
つ
い
て
の
論
説
が
発
表
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
二
年
に
は
中
尾
佐
助
氏
と
の
共
著
で
、

両
名
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
中
で
蓄
積
さ
れ
た
数
多
く
の
写
真
資
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
『
照
葉
樹
林
文
化
と
日
本
』（
一
九
九
二
）

の
大
冊
の
刊
行
を
み
た
。
そ
こ
で
は
照
葉
樹
林
文
化
の
概
説
の
ほ
か
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
江
南
山
地
に
至
る
照
葉
樹
林
帯
の
民
族
文
化
誌
や

「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
で
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
」
な
ど
、
画
像
デ
ー
タ
と
と
も
に
照
葉
樹
林
文
化
に
つ
い
て
豊
富
な
情
報
の
提
供
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、『
日
本
文
化
の
基
層
を
探
る
―
―
ナ
ラ
林
文
化
と
照
葉
樹
林
文
化
』（
一
九
九
三
）や
、
私
の
日
本
文
化
形
成
論
の
一
つ
の
到
達
点
と
い
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261　 第八章　初期の照葉樹林文化論

第
八
章　

初
期
の
照
葉
樹
林
文
化
論
―
―
一
九
七
〇
年
代
の
論
説

﹇
解　

説
﹈

本
章
の
元
に
な
っ
た
「
照
葉
樹
林
文
化
と
稲
作
の
系
譜
」
は
、
上
田
正
昭
・
佐
々
木
高
明
・
樋
口
隆
康
・
上
山
春
平
・
直
木
孝
次
郎（
共
著
）

の
『
古
代
史
へ
の
視
点
』（
一
九
七
六
）に
収
録
さ
れ
た
論
文
で
、
朝
日
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
講
演
録
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

さ
ら
に
第
一
節
「
照
葉
樹
林
文
化
―
―
そ
の
特
色
と
伝
来
」
と
第
二
節
「
稲
作
文
化
の
形
成
と
照
葉
樹
林
文
化
」
と
い
う
二
篇
の
論
説
か
ら
成

る
が
、
第
一
節
が
一
九
七
五
年
十
月
三
日
、
第
二
節
が
同
年
十
月
十
七
日
の
講
演
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
本
書
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
節

と
し
て
載
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
九
七
五
年
と
い
え
ば
、
照
葉
樹
林
文
化
の
大
枠
を
設
定
し
た
『
続
・
照
葉
樹
林
文
化
―
―
そ
の
特
色
と
伝
来
』
は
、
ご
く
初
期
の
照
葉
樹

林
文
化
の
ま
と
め
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
照
葉
樹
林
文
化
論
の
概
要
は
、
す
で
に
そ
の
段
階
で
一
応
は
提
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
節
「
稲
作
文
化
の
形
成
と
照
葉
樹
林
文
化
」
は
、
当
時
と
し
て
は
最
先
端
の
稲
作
起
源
論
で
あ
っ
た
渡
部
忠
世
氏
の
「
雲
南
・

ア
ッ
サ
ム
起
源
説
」
を
、
同
学
説
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
同
氏
の
『
稲
の
道
』（
一
九
七
七
）の
刊
行
に
先
立
っ
て
紹
介
し
た
も
の
で
、

そ
こ
で
は
「
初
期
の
稲
作
は
焼
畑
や
原
初
的
天
水
田
で
水
陸
未
分
化
な
古
い
タ
イ
プ
の
粗
放
な
形
で
栽
培
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
形
態
の

稲
作
は
照
葉
樹
林
文
化
の
一
部
と
し
て
理
解
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
華
北
の
先
進
農
業
地
帯
か
ら
の
影
響
そ
の
他
に
よ
り
、
畦
畔
で
区
画

さ
れ
、
灌
漑
水
施
設
を
も
つ
よ
う
な
整
っ
た
水
田
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
段
階
で
稲
作
の
経
済
的
・
社
会
的
役
割
が
非
常
に
大

き
く
な
り
、《
稲
作
文
化
》
が
成
立
す
る
」
と
い
う
考
え
を
す
で
に
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
粗
放
な
原
初
的
な
稲
作
を
営
む
照
葉
樹
林
文
化
の

一
部
を
構
成
す
る
初
期
の
稲
作
を
基
礎
と
し
、
集
約
的
な
水
田
稲
作
が
後
に
形
成
さ
れ
、
そ
の
成
立
を
契
機
に
稲
作
文
化
が
形
成
さ
れ
た
と
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319　 第九章　ナラ林文化をめぐって

第
九
章　

ナ
ラ
林
文
化
を
め
ぐ
っ
て

﹇
解　

説
﹈

日
本
文
化
の
ル
ー
ツ
を
考
え
る
に
当
た
り
、
照
葉
樹
林
文
化
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
南
か
ら
の
文
化
と
と
も
に
、
北
か
ら
の
文
化
が
重
要
な

役
割
を
演
ず
る
こ
と
は
か
な
り
早
く
か
ら
気
づ
い
て
い
た
。『
稲
作
以
前
』（
一
九
七
一
）を
書
い
た
段
階
で
も
、
そ
の
点
に
は
気
づ
い
て
い
て

「
北
方
系
農
業
の
流
れ
」
と
い
う
小
見
出
し
を
設
け
て
、
東
北
ア
ジ
ア
か
ら
の
農
耕
文
化
の
影
響
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
当
時
の

研
究
レ
ベ
ル
で
は
、
そ
れ
を
詳
し
く
論
証
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
面
で
の
研
究
に
一
つ
の
進
展
が
み
ら
れ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
に
民
博
で
行
わ
れ
た
「
農
耕
文
化
の
源
流
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
宰
し
た
私
は
、
中
尾
佐
助
博
士
に
、
も
っ
と
も
得
意
と
さ
れ
る
照
葉
樹
林
帯
の
農
耕
で
は
な
く
、
む
し

ろ
「
北
の
農
耕
」
も
考
察
の
範
囲
に
含
め
た
「
東
ア
ジ
ア
の
農
耕
と
ム
ギ
」
と
い
う
題
で
発
表
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
ア
ジ
ア
の
稲
作

農
耕
の
特
色
と
と
も
に
、
シ
ベ
リ
ア
・
ア
ー
ク
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ー
ク
な
ど
北
方
系
の
ム
ギ
作
農
耕
の
展
開
が
話
題
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
ま

と
め
る
形
で
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
合
討
論
の
冒
頭
で
「
ナ
ラ
林
文
化
の
提
唱
」
と
い
う
、
か
な
り
長
い
発
言
が
行
わ
れ
た
。

本
章
に
採
録
し
た
第
一
節
「
ナ
ラ
林
文
化
」
は
、
こ
の
中
尾
さ
ん
の
「
ナ
ラ
林
文
化
の
提
唱
」
の
発
言
を
受
け
、
私
が
『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』

八
巻
九
号（
一
九
八
四
）に
ナ
ラ
林
文
化
の
特
色
の
概
要
を
示
し
た
も
の
で
、「
ナ
ラ
林
文
化
」
に
つ
い
て
の
独
立
の
論
説
と
し
て
は
、
最
初
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、『
日
本
史
誕
生
』（
一
九
九
一
）や
『
日
本
文
化
の
基
層
を
探
る
―
―
ナ
ラ
林
文
化
と
照
葉
樹
林
文
化
』（
一
九
九
三
）な
ど

の
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ナ
ラ
林
文
化
の
特
色
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
ナ
ラ
林
文
化
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
論
考
と
し
て
発
表
し
た
の
が

本
章
に
収
録
し
た
第
二
節
「
ナ
ラ
林
文
化
考 

―
― 

東
北
ア
ジ
ア
の
基
層
文
化
の
文
化
生
態
学
」
と
第
三
節
「
二
つ
の
ナ
ラ
林
帯
と
そ
の
文
化
史
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第
十
章　

根
菜
農
耕
文
化
論
の
成
立
と
展
開 

―
― 

オ
セ
ア
ニ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
文
化
史
復
元
へ
の
寄
与

﹇
解　

説
﹈　

根
栽
農
耕
文
化
論
の
成
立
と
展
開

旧
世
界
に
お
け
る
農
耕
の
起
源
を
、
オ
リ
エ
ン
ト
に
発
生
し
た
中
・
大
型
有
蹄
獣
の
飼
育
と
有
機
的
に
結
合
し
た
ム
ギ
作
農
耕
に
求
め
た

従
来
の
学
説
に
対
し
、
中
尾
佐
助
氏
の
提
起
し
た
旧
世
界
の
農
耕
起
源
論
は
、「
ム
ギ
作
農
耕
」
の
ほ
か
に
、
ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
の
サ
バ
ン

ナ
に
起
源
す
る
多
種
類
の
雑
穀
類
を
栽
培
す
る
「
雑
穀
農
耕
」、
及
び
主
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
熱
帯
森
林
地
域
で
起
源
し
た
栄
養
繁
殖
作

物
を
主
作
物
と
す
る
「
根
栽
農
耕
」
の
二
つ
の
農
耕
の
大
類
型
の
存
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
雑
穀
農
耕
と
根
栽
農

耕
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
起
源
し
、
特
有
の
発
展
を
と
げ
た
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
点
に
、
中
尾
学
説
の
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
、
私
は
「
根
栽
農
耕
と
雑
穀
農
耕
の
発
見
―
―
中
尾
佐
助
博
士
の
農
耕
文
化
の
大
類
型
区
分
を
め
ぐ
っ
て
」（『
農
耕
の
技
術
と
文
化
』
十
七
号
、 

一
九
九
四
）で
、
詳
し
く
触
れ
た
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
に
譲
り
た
い
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
中
尾
氏
が
新
た
に
示
し
た
農
耕
の
大
類
型
の
う
ち
、
雑
穀
農
耕
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
地
帯

に
起
源
す
る
数
多
く
の
雑
穀
類
に
つ
い
て
、
Ｊ
・
ハ
ー
ラ
ン
ら
を
中
心
に
、
そ
の
調
査
・
研
究
が
す
す
め
ら
れ
、
そ
の
農
耕
起
源
の
と
り
ま

と
め
が
行
わ
れ
て
い
る
﹇H

arlan, 1972, 1975; H
arlan, D

ew
et and Stem

ler （eds.

）, 1976

﹈。
ま
た
、
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に
か
け
て
の

半
乾
燥
地
域
や
東
ア
ジ
ア
の
雑
穀
農
耕
と
そ
の
起
源
に
関
し
て
は
、
阪
本
寧
男
氏
を
は
じ
め
、
河
瀬
眞
琴
、
山
口
裕
文
、
木
俣
美
樹
男
氏
ら

を
中
心
と
し
た
人
た
ち
に
よ
る
調
査
・
研
究
が
進
め
ら
れ（
例
え
ば
阪
本
、 
一
九
九
一
、
山
口
・
河
瀬
、 

二
〇
〇
三
な
ど
）と
く
に
ア
ワ
と
キ
ビ
に

つ
い
て
は
「
中
央
ア
ジ
ア
―
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
―
イ
ン
ド
西
北
部
を
含
む
地
域
で
、
お
そ
ら
く
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
以
前
に
栽
培
化
さ
れ
、

こ
の
地
域
よ
り
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
東
と
西
へ
漸
次
伝
播
し
、
そ
の
過
程
で
各
地
域
に
適
応
し
た
地
方
品
種
群
が
成
立
し
た
可
能
性
が
高
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第
三
部　

日
本
の
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村
文
化
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第
十
一
章　

モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の
焼
畑
農
耕
民
社
会
に
お
け
る
狩
猟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
『
後
狩
詞
記
』
の
背
景
を
め
ぐ
る
比
較
民
族
学

﹇
解　

説
﹈

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）六
月
五
日
、「
柳
田
國
男
『
後
の
ち
の
か
り
こ
と
ば
の
き

狩
詞
記
』
出
版
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研

究
所
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
を
企
画
・
立
案
し
た
の
は
、
同
研
究
所
特
任
教
授
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
氏
。
同
教
授
と
は
古
い
友

人
で
あ
る
私
は
、
要
請
さ
れ
る
ま
ま
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
焼
畑
農
民
の
狩
猟 

―
― 

今
も
焼
畑
と
イ
ノ
シ
シ
狩
り
の
行
わ
れ
る
台
湾
山
地
民
と
の

比
較
か
ら
」
と
い
う
発
表（
長
い
副
題
は
『
後
狩
詞
記
』
の
副
題
に
な
ら
っ
た
）を
行
っ
た
が
、
そ
の
発
表
原
稿
に
大
き
く
手
を
入
れ
て
ま
と
め
た

の
が
、
本
章
で
あ
り
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
と
り
ま
と
め
た
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー（
編
）『
日
本
民
族
の
源
流
を
探
る
―
―
柳
田

國
男
『
後
狩
詞
記
』
再
考
』（
二
〇
一
二
）に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

明
治
四
十
一
年
は
じ
め
て
椎
葉
村
を
訪
れ
た
柳
田
國
男
は
、
そ
こ
で
「
今
も
行
は
る
ゝ
猪
狩
の
故
實
」
を
発
見
し
、
深
く
心
を
動
か
さ
れ

た
。
し
か
し
、
比
較
民
族
学
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
南
九
州
の
山
村
で
営
ま
れ
て
い
た
「
猪
狩
の
故
実
」
は
必
ず
し
も
珍
し
い
も
の
で
は
な

い
。
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
の
焼
畑
農
耕
民
社
会
で
は
、
男
た
ち
に
よ
る
狩
猟
活
動
は
今
も
好
ん
で
営
ま
れ
、
そ
こ
で
は
焼
畑
の
豊
凶
を
占

う
儀
礼
的
狩
猟
を
は
じ
め
、
狩
猟
と
い
う
営
為
の
深
層
の
部
分
に
呪
術
的
・
象
徴
的
性
格
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
。
そ
の

こ
と
を
、
本
章
で
は
台
湾
や
北
部
イ
ン
ド
の
私
自
身
の
調
査
例
に
も
と
ず
い
て
実
証
し
た
。
そ
う
し
た
狩
猟
の
特
色
は
、
北
方
の
落
葉
広
葉

樹
林
帯
や
針
葉
樹
林
帯
の
そ
れ
と
き
わ
め
て
対
照
的
な
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
四
十
一
年
、
椎
葉
の
山
村
で
「
猪
狩
の
故
実
」
を
見
出
し
た
柳
田
國
男
は
、
同
年
秋
に
佐
々
木
喜
善
と
出
会
い
、
岩
手
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第
十
二
章　

ヒ
エ
栽
培
に
つ
い
て
の
二
つ
の
覚
書

﹇
解　

説
﹈　

ヒ
エ
を
主
作
物
と
す
る
焼
畑
と
ヒ
エ
穂
の
火
力
乾
燥

「
ヒ
エ（E

chinochloa utilis

）は
特
徴
の
著
し
い
雑
穀（m

illet

）で
あ
る
」。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
ヒ
エ
は
日
本
列
島
―
― 

と
く
に

北
海
道
西
南
部
か
ら
東
北
地
方
北
部
の
地
域
を
中
心
に
、
縄
文
時
代
前
期
後
半
ご
ろ
か
ら
そ
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
想
定
さ
れ
﹇
吉
崎
、

一
九
九
七
﹈、
そ
の
分
布
が
日
本
列
島
と
そ
の
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
ヒ
エ
は
日
本
列
島
で
栽
培
化
さ
れ
た
数
少
な
い
作
物
の

一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
く
﹇
阪
本
、
一
九
八
八
﹈、
そ
う
い
う
意
味
で
ヒ
エ
は
日
本
固
有
の
古
い
穀
物
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ヒ
エ
に
は
作
物
と
し
て
の
い
く
つ
か
の
特
色
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
イ
ネ
や
ア
ワ
な
ど
に
較
べ
、
ヒ
エ
は
低
温
下
で
も
発
芽
力
が
強

く
、
よ
く
登
熟
す
る
耐
寒
性
の
き
わ
め
て
高
い
作
物
で
、
比
較
的
粗
放
な
条
件
で
も
栽
培
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
一
般
に
は
他
の
雑
穀
と
同

様
、
畑
地
に
播
種
し
て
栽
培
さ
れ
る
が
、
と
き
に
は
苗
を
つ
く
っ
て
移
植
し
た
り
、
と
き
に
は
水
田
に
も
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
イ
ネ
や
コ
ム
ギ
の
よ
う
に
、
ヒ
エ
の
頴
果（
穀
粒
）は
頴
の
部
分
か
ら
容
易
に
剥
脱
し
な
い
。
つ
ま
り
ヒ
エ
は
脱
稃
が
容
易
で
は
な
く
、
脱

穀
・
搗
精
作
業
に
大
へ
ん
手
間
が
か
か
る
と
い
う
欠
点
も
有
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
農
耕
の
特
色
が
ま
だ
よ
く
継
承
さ
れ
て
い
た
明
治
初
年
の
ヒ
エ
と
ア
ワ
の
分
布
を
み
る
と

（
明
治
一
〇
年
『
全
国
農
産
表
』
に
よ
る
）表
１
の
如
く
で
、
ア
ワ
が
九
州
の
畑
作
地
域
に
広
く
分
布
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ヒ
エ
は
冷
害
常
習

地
帯
あ
る
北
上
山
地（
陸
中
・
陸
奥
・
陸
前
）を
は
じ
め
、
北
関
東
の
畑
作
地
帯（
武
蔵
・
下
野
・
上
野
・
常
陸
）か
ら
中
部
山
間
地
帯（
信
濃
・
美
濃
・

甲
斐
）に
、
そ
の
生
産
が
集
中
し
、
気
候
の
冷
涼
な
東
北
日
本
の
地
域
で
、
全
国
の
ヒ
エ
の
生
産
量
の
約
七
〇
％
を
占
め
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
ヒ
エ
は
、
お
も
に
常
畑
耕
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
と
く
に
生
産
量
の
多
い
北
上
山
地
で
は
、
五
月
上
旬
に
畠
地
に
ヒ
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第
十
三
章　

山
民
の
生
業
と
生
活
・
そ
の
生
態
学
的
素
描 

―
―  

白
山
麓
と
秋
山
郷

﹇
解　

説
﹈

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
創
設
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
い
く
つ
か
の
共
同
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
あ
げ
ら

れ
た
。
当
時
、
民
俗
研
究
部
長
で
あ
っ
た
坪
井
洋
文
氏
を
代
表
と
す
る
「
畑
作
農
村
の
民
俗
誌
的
研
究
」
も
そ
の
一
つ
で
、「
日
本
民
族
文
化

＝
社
会
を
畑
作
農
耕
を
軸
と
し
た
視
点
か
ら
調
査
・
分
析
し
、
非
稲
作
村
落
で
あ
る
畑
作
を
軸
と
す
る
村
落
の
生
活
様
式
の
独
自
性
を
抽
出

し
、
そ
の
民
俗
を
体
系
的
に
捉
え
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
共
同
研
究
は
昭
和
六
十
年
度
に
終
了
し
、『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
18
集
』（
一
九
八
八
年
三
月
刊
）が
、
そ
の
成
果
報
告
書
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
総
論
の
一
部
と
し
て

一
九
八
六
年
に
執
筆
し
た
の
が
、
こ
の
「
山
民
の
生
業
と
生
活
・
そ
の
生
態 

―
― 

白
山
麓
と
秋
山
郷
」
で
あ
る
。

坪
井
さ
ん
と
私
は
同
じ
世
代
で
、
昭
和
三
十
年
代
初
め
頃
か
ら
の
お
付
き
合
い
が
あ
り
、
日
本
文
化
の
基
層
に
は
稲
作
を
基
軸
と
す
る
文

化
の
ほ
か
に
、
畑
作
を
基
軸
と
す
る
非
稲
作
文
化
が
存
在
す
る
に
違
い
な
い
と
い
う
問
題
意
識
を
と
も
に
抱
い
て
研
究
の
交
流
を
す
す
め
て

き
た
。
私
の
『
稲
作
以
前
』（
一
九
七
一
）、
坪
井
さ
ん
の
『
イ
モ
と
日
本
人
』（
一
九
七
九
）は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
実
証
す
べ
く
ま
と
め

た
も
の
だ
が
、
私
た
ち
の
新
し
い
考
え
は
、
日
本
文
化
＝
稲
作
文
化
論
の
大
き
な
伝
統
の
前
に
、
当
時
な
お
学
界
で
は
少
数
意
見
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
坪
井
さ
ん
が
主
宰
し
た
共
同
研
究
は
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
非
稲
作
村
落
の
生
活
様
式
の
独
自
性
を
見
出
し
、
従
来
よ
く
研

究
さ
れ
て
き
た
水
田
稲
作
村
落
の
そ
れ
と
対
比
し
、
非
稲
作
村
の
民
俗
的（
文
化
的
）特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

私
の
報
告
論
文
は
、
私
自
身
が
長
年
に
亘
り
調
査
し
て
き
た
白
山
山
麓
の
村
々
の
デ
ー
タ
と
十
九
世
紀
初
期
の
貴
重
な
民
俗
採
訪
録
で
あ
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文　
　

献

　
　

日
本
語
文
献

ア
イ
ヌ
文
化
保
存
対
策
協
議
会（
編
）、
一
九
七
〇
『
ア
イ
ヌ
民
俗
誌
』、
第
一
法
規
出
版
。

青
葉　

高
、
一
九
八
一
『
野
菜 

―
― 

在
来
品
種
の
系
譜
』、
法
政
大
学
出
版
局
。

 

―
―
― 

一
九
八
八
「
野
菜
の
系
譜 

―
― 

地
方
品
種
の
来
た
道
」、
佐
々
木
高
明
・
松
山
利
夫（
編
）『
畑
作
文
化
の
誕
生 

―
― 

縄
文
農
耕
論
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

赤
澤　

威
・
南
川
雅
男
、
一
九
八
九
「
炭
素
・
窒
素
同
位
体
に
基
づ
く
古
代
人
の
食
生
活
の
復
元
」、『
新
し
い
研
究
法
は
考
古
学
に
な
に
を
も
た

ら
し
た
か
』、
ク
バ
プ
ロ
。

秋
篠
宮
文
仁（
編
著
）、
二
〇
〇
〇
『
鶏
と
人 

―
― 

民
族
生
物
学
の
視
点
か
ら
』、
小
学
館
。

秋
葉　

隆
、
一
九
三
七
「
オ
ロ
チ
ョ
ン
民
具
解
説  

―
― 

大
興
安
嶺
東
南
部
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
踏
査
報
告（
３
）」、『
民
族
学
研
究
』、
三
巻
一
号
。

秋
道
智
彌
、
一
九
九
〇
「
狩
猟
」、
大
林
太
良
・
杉
田
繁
治
・
秋
道
智
彌（
編
）『
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
諸
民
族
文
化
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
作
成
と
分
析
』、
国
立
民
族
学
博
物
館
。

天
野　

武
、
一
九
七
三
「
白
山
山
麓
の
焼
畑
耕
作
と
民
具
」、『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』、
六
巻
四
号
。

 

―
―
― 

一
九
七
三
⒜
「
狩
猟
」、
石
川
県
立
郷
土
資
料
館
『
白
山
麓 

―
― 

民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
』。

 

―
―
― 

一
九
七
三
⒝
「
手
工
諸
職（
白
峰
村
）」、
石
川
県
立
郷
土
資
料
館
『
白
山
麓 

―
― 

民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
』。

網
野
善
彦
、
一
九
八
〇
『
日
本
中
世
の
民
衆
像 

―
― 

平
民
と
職
人
』、
岩
波
書
店
。

ア
ル
セ
ー
ニ
エ
フ
・
長
谷
川
四
郎（
訳
）、
一
九
六
五
『
デ
ル
ス
ウ
・
ウ
ザ
ー
ラ 
―
― 

沿
海
州
探
検
行
』（
東
洋
文
庫
55
）、
平
凡
社
。

安
藤
広
太
郎
、
一
九
五
一
『
日
本
古
代
稲
作
史
雑
考
』、
地
球
出
版
。

石
井
克
己
、
一
九
九
〇
「
黒
井
峯
遺
跡（
群
馬
県
子
持
村
）」、『
古
墳
時
代
の
研
究
２ 
集
落
と
豪
族
居
館
』、
雄
山
閣
出
版
。

石
川
県
立
郷
土
資
料
館
、
一
九
七
三
『
白
山
麓
』、
民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
、
四
号
。

石
川
恒
太
郎（
編
）、
一
九
六
〇
『
椎
葉
村
史
』、
椎
葉
村
。

＊
著
者
自
身
の
文
献
は
後
掲
「
佐
々
木
高
明
著
作
目
録
」
に
掲
載
し
た
。
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石
川
日
出
志
、
一
九
九
二
「
関
東
台
地
の
農
耕
村
落
」、『
新
版 

古
代
日
本
８ 

関
東
』、
角
川
書
店
。

石
毛
直
道
、
一
九
七
八
「
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
・
ガ
レ
ラ
族
の
食
生
活
」、『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』、
三
巻
二
号
。

石
毛
直
道（
編
）、
一
九
八
五
『
論
集　

東
ア
ジ
ア
の
食
事
文
化
』、
平
凡
社
。

石
田
英
一
郎
、
一
九
五
八
『
日
本
民
族
の
起
源
』、
平
凡
社
。

 

―
―
― 
一
九
六
一
「
永
遠
の
日
本
人 

―
― 

日
本
民
族
文
化
の
起
源
論
に
よ
せ
て
」、『
石
田
英
一
郎
全
集
３
』（
一
九
七
〇
）、
筑
摩
書
房
。

 

―
―
― 

一
九
六
三
「
偉
大
な
未
完
成 

―
― 

柳
田
に
お
け
る
国
学
と
人
類
学
」、『
石
田
英
一
郎
全
集
３
』（
一
九
七
〇
）、
筑
摩
書
房
。

 

―
―
― 

一
九
六
七
「
歴
史
民
族
学
の
限
界 

―
― 

日
本
民
族
文
化
起
源
論
を
め
ぐ
っ
て
」、『
文
化
人
類
学
ノ
ー
ト（
新
版
）』、
ペ
リ
カ
ン
社（
後
に

『
石
田
英
一
郎
全
集
４
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
に
所
収
）。

 

―
―
― 

一
九
六
九
「
日
本
文
化
論
」、『
石
田
英
一
郎
全
集
３
』（
一
九
七
〇
）、
筑
摩
書
房
。

 

―
―
― 

一
九
六
一
「
永
遠
の
日
本
人 

―
― 

日
本
民
族
文
化
の
起
源
論
に
よ
せ
て
」、『
石
田
英
一
郎
全
集
３
』（
一
九
七
〇
）。
筑
摩
書
房
。

 

―
―
― 

一
九
六
三
「
偉
大
な
未
完
成 
―
― 

柳
田
に
お
け
る
国
学
と
人
類
学
」、『
石
田
英
一
郎
全
集
３
』（
一
九
七
〇
）、
筑
摩
書
房
。

 

―
―
― 

一
九
六
九
「
日
本
文
化
論
」、『
石
田
英
一
郎
全
集
３
』（
一
九
七
〇
）、
筑
摩
書
房
。

石
田
英
一
郎（
編
）、
一
九
六
六
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

日
本
国
家
の
起
源
』、
角
川
書
店
。

石
田
英
一
郎
・
泉　

靖
一（
編
）、
一
九
六
八
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

日
本
農
耕
文
化
の
起
源
』、
角
川
書
店
。

石
田
英
一
郎
・
岡　

正
雄
・
江
上
波
夫
・
八
幡
一
郎
、
一
九
四
九
「
日
本
民
族
＝
文
化
の
源
流
と
日
本
国
家
の
形
成
」、『
民
族
学
研
究
』、
一
三
巻

三
号（
後
に
『
日
本
民
族
の
起
源
』、
平
凡
社
、
一
九
五
八
に
所
収
）。

 

―
―
― 

一
九
五
八
『
日
本
民
族
の
起
源 

―
― 

対
談
と
討
論
』、
平
凡
社
。

泉　

靖
一
、一
九
三
七
「
大
興
安
嶺
東
南
部
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
踏
査
報
告
」、『
民
族
学
研
究
』、
三
巻
一
号
。

今
西
錦
司
・
吉
良
竜
夫
、
一
九
五
三
「
生
物
地
理
」、
福
井
英
一
郎（
編
）『
自
然
地
理
Ⅱ（
新
地
理
学
講
座
４
巻
）』、
朝
倉
書
店
。

今
村
啓
爾
、
二
〇
〇
一
「
狩
猟
採
集
生
活
の
時
代
」、『
原
史
東
南
ア
ジ
ア
世
界（
岩
波
講
座 

東
南
ア
ジ
ア
史
１
）』、
岩
波
書
店
。

岩
田
慶
治
、
一
九
六
六
『
日
本
文
化
の
ふ
る
さ
と 

―
― 

東
南
ア
ジ
ア
の
稲
作
民
族
を
た
ず
ね
て
』、
角
川
書
店
。

岩
手
県
立
博
物
館（
編
）、
一
九
八
九
『
岩
手
の
雑
穀 

―
― 

北
部
北
上
山
地
に
コ
メ
以
前
の
文
化
を
探
る
』、（
財
）岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
。

印
東
道
子
、
一
九
九
九
「
オ
セ
ア
ニ
ア
の
食
物
調
理
法
」、
中
尾
佐
助
・
秋
道
智
彌（
編
）『
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
の
民
族
生
物
学
』、
平
凡
社
。

印
南
敏
秀
・
神
野
善
治
・
佐
藤
賢
治
・
中
村
ひ
ろ
子（
編
）、
二
〇
〇
二
『
も
の
・
モ
ノ
・
物
の
世
界 

―
― 

新
た
な
日
本
文
化
論
』、
雄
山
閣
。



543　 文　　献

上
田
正
昭
、
一
九
七
六
『
倭
国
の
世
界
』（
講
談
社
現
代
新
書
４
２
３
）、
講
談
社
。

上
田
正
昭
・
佐
々
木
高
明
・
樋
口
隆
康
・
上
山
春
平
・
直
木
孝
次
郎（
共
著
）、
一
九
七
六
『
古
代
史
へ
の
視
点
』、
朝
日
新
聞
社
。

上
山
春
平（
編
）、
一
九
六
九
『
照
葉
樹
林
文
化 

―
― 

日
本
文
化
の
深
層
』、
中
央
公
論
社
。

上
山
春
平
・
佐
々
木
高
明
・
中
尾
佐
助
、
一
九
七
六
『
続
・
照
葉
樹
林
文
化 

―
― 

東
ア
ジ
ア
文
化
の
源
流
』、
中
央
公
論
社
。

江
上
波
夫
、
一
九
六
七
『
騎
馬
民
族
国
家 

―
― 

日
本
古
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
中
公
新
書
）、
中
央
公
論
社
。

江
口　

司
、
二
〇
〇
八
『
柳
田
國
男
を
歩
く 

―
― 

肥
後
・
奥
日
向
路
の
旅
』、
現
代
書
館
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
日
本
人
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
編
）、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
二
『
日
本
人
は
る
か
な
旅
』（
全
五
巻
）、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
白
鳥
芳
郎（
監
訳
）、
一
九
八
七
『
古
代
中
国
の
地
方
文
化 

―
― 

華
南
・
華
東
』、
六
興
出
版
。

江
間
三
枝
子
、
一
九
七
五
『
飛
騨
白
川
村
』、
未
来
社
。

江
守
五
夫
、
一
九
八
六
『
日
本
の
婚
姻 

―
― 

そ
の
歴
史
と
民
俗
』、
弘
文
堂
。

 

―
―
― 

一
九
九
〇
『
家
族
の
歴
史
民
族
学 

―
― 

東
ア
ジ
ア
と
日
本
』、
弘
文
堂
。

大
島
暁
雄
、
一
九
七
三
「
五
木
村
の
焼
畑
耕
作
と
用
具
」、『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』、
六
巻
四
号
。

大
塚
柳
太
郎
、
一
九
八
四
「
パ
プ
ア
低
地
・
ギ
デ
ラ
族
の
栄
養
と
適
応
」、
白
石
秀
夫
・
鈴
木
継
美（
編
）『
栄
養
生
態
学 

―
― 

世
界
の
食
と
栄
養
』、

恒
和
出
版
。

大
塚
和
義
、
一
九
八
八
『
草
原
と
樹
海
の
民 

―
― 
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
・
草
原
と
大
興
安
嶺
の
少
数
民
族
を
訪
ね
て
』、
新
宿
書
房
。

大
林
太
良
、
一
九
六
一
⒜
『
日
本
神
話
の
起
源
』、
角
川
書
店
。

 

―
―
― 

一
九
六
一
⒝
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
タ
ロ
芋
栽
培 
―
― 

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
塊
茎
類
栽
培
文
化
は
存
在
し
た
か
？
」、『
東
洋
文
化
研
究
所

紀
要
』、
二
三
。

 

―
―
― 

一
九
七
三
『
稲
作
の
神
話
』、
弘
文
堂
。

 

―
―
― 

一
九
七
七
『
邪
馬
台
国 

―
― 

入
墨
と
ポ
ン
チ
ョ
と
卑
弥
呼
』、
中
央
公
論
社
。

 

―
―
― 

一
九
七
九
「
日
本
民
族
起
源
論
と
岡
正
雄
学
説
」、
岡　

正
雄（
編
）『
異
人
そ
の
他
』、
言
叢
社
。

 

―
―
― 

一
九
八
四
『
東
ア
ジ
ア
の
王
権
神
話  

―
―
日
本
・
朝
鮮
・
琉
球
』、
弘
文
堂
。
 

―
―
― 

一
九
八
六
⒜
『
日
本
神
話
の
系
譜 

―
― 

日
本
神
話
の
源
流
を
さ
ぐ
る
』、
青
土
社
。
 

―
―
― 

一
九
八
六
⒝
「
歴
史
民
族
学（
文
化
史
）」、
日
本
民
族
学
会（
編
）『
日
本
の
民
族
学
１
９
６
４
〜
１
９
８
３
』、
弘
文
堂
。
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―
―
― 

一
九
九
〇
『
東
と
西   

海
と
山 

―
― 

日
本
の
文
化
領
域
』、
小
学
館
。

 
―
―
― 

一
九
九
一
⒜
『
北
方
の
民
族
と
文
化
』、
山
川
出
版
社
。

 
―
―
― 

一
九
九
一
⒝
「
広
域
間
の
移
動 

―
― 

大
語
族
の
移
動
」、
岡  

正
雄
・
江
上
波
夫
・
井
上
幸
治（
編
）『
民
族
と
は
何
か
』、
山
川
出
版
社
。

 

―
―
― 
一
九
九
二
『
正
月
の
来
た
道 

―
― 

日
本
と
中
国
の
新
春
行
事
』、
小
学
館
。

 

―
―
― 
一
九
九
六
「
日
本
民
族
の
起
源
」、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー（
編
）『
日
本
民
族
学
の
現
在 

―
― 

１
９
８
０
年
代
か
ら
９
０
年
代
へ
』、 新
曜
社
。

 

―
―
― 

一
九
九
九
「
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
の
文
化
複
合
」、
中
尾
佐
助
・
秋
道
智
彌（
編
）『
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
の
民
族
生
物
学
』、
平
凡
社
。

大
林
太
良（
編
）、
一
九
九
四
『
異
人
そ
の
他（
岡
正
雄
論
文
集
）』、
岩
波
書
店（
岩
波
文
庫
）。

大
林
太
良
・
杉
田
繁
治
・
秋
道
智
彌（
編
）、
一
九
九
〇
『
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
諸
民
族
文
化
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
分

析
』、
国
立
民
族
学
博
物
館
。

岡　

正
雄
、
一
九
五
六
「
日
本
民
族
文
化
の
形
成
」、『
図
説
日
本
文
化
史
大
系　

第
１
巻
』、
小
学
館（
後
に
「
異
人
そ
の
他
」
一
九
七
九
に
所
収
）。

 

―
―
― 

一
九
五
八
⒜
「
二
十
五
年
の
後
に
」、
石
田
英
一
郎
・
江
上
波
夫
・
岡　

正
雄
・
八
幡
一
郎
『
日
本
民
族
の
起
源 

―
― 

対
談
と
討
論
』、

平
凡
社（
後
に
『
異
人
そ
の
他
』
一
九
七
九
に
所
収
）。

 

―
―
― 

一
九
五
八
⒝
「
日
本
文
化
の
基
礎
構
造
」、『
日
本
民
俗
学
大
系　

第
２
巻
』、
平
凡
社（
後
に
『
異
人
そ
の
他
』
一
九
七
九
に
収
録
）。

 

―
―
― 

一
九
七
九
『
異
人
そ
の
他 

―
― 

日
本
民
族
＝
文
化
の
源
流
と
日
本
国
家
の
形
成
』、
言
叢
社
。

奥
田  

或
・
岡
田  

謙
・
野
村
陽
一
郎
、
一
九
四
一
「
紅
頭
嶼
ヤ
ミ
族
の
農
業
」、
太
平
洋
協
会（
編
）『
大
南
洋 

―
― 

文
化
と
農
業
』、
河
出
書
房
。

尾
口
村
史
編
纂
専
門
委
員
会（
編
）、
一
九
七
九
、一
九
八
一
『
石
川
県
尾
口
村
史
』、
第
二
巻
、
第
三
巻
、
尾
口
村
役
場
。

小
野
重
朗
、
一
九
七
〇
『
農
耕
儀
礼
の
研
究 

―
― 

南
九
州
に
お
け
る
発
生
と
展
開
』、
弘
文
堂
。

笠
原
安
男
、
一
九
七
九
「
雑
草
の
歴
史
」、
沼
田 

真（
編
）『
雑
草
の
科
学
』、
研
成
社
。

 

―
―
― 

一
九
八
〇
「
埋
蔵
種
子
分
析
に
よ
る
古
代
農
耕
の
検
証
」、
古
文
化
財
編
集
委
員
会（
編
）『
考
古
学
・
美
術
史
の
自
然
科
学
的
研
究
』、

日
本
学
術
振
興
会
。

 

―
―
― 

一
九
八
二
「
出
土
種
子
か
ら
み
た
縄
文
・
弥
生
期
の
稲
作
」、『
歴
史
公
論
』、
八
巻
一
号
。

 

―
―
― 

一
九
八
三
「
鳥
浜
貝
塚（
第
六
次
発
掘
）の
植
物
種
子
の
検
出
と
同
定
に
つ
い
て
」、
鳥
浜
貝
塚
研
究
グ
ル
ー
プ（
編
）『
鳥
浜
貝
塚 

―
― 

縄

文
前
期
を
主
と
す
る
低
湿
地
遺
跡
の
調
査
３
』、
福
井
県
教
育
委
員
会
・
若
狭
歴
史
博
物
館
。

 

―
―
― 

一
九
八
四
⒜
「
埋
蔵
種
子
分
析
に
よ
る
古
代
農
耕
の
検
証
⑵ 

―
― 

菜
畑
遺
跡
の
作
物
と
雑
草
の
種
類
お
よ
び
渡
来
経
路
」、
古
文
化
財
編
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集
委
員
会（
編
）『
古
文
化
財
の
自
然
科
学
的
研
究
』、
同
朋
舎
。

 
―
―
― 

一
九
八
四
⒝
「
鳥
浜
貝
塚（
第
七
次
発
掘
）の
植
物
種
子
の
検
出
と
同
定 

―
― 

と
く
に
ア
ブ
ラ
ナ
類
と
カ
ジ
ノ
キ
お
よ
び
コ
ウ
ゾ
の
同

定
」、
鳥
浜
貝
塚
研
究
グ
ル
ー
プ（
編
）『
鳥
浜
貝
塚 

―
― 

縄
文
前
期
を
主
と
す
る
低
湿
地
遺
跡
の
調
査
４
』、
福
井
県
教
育
委
員
会
・
若

狭
歴
史
博
物
館
。

 

―
―
― 
一
九
八
四
⒞
「
鳥
浜
貝
塚（
第
六
・
七
次
発
掘
）の
ア
サ
種
実
の
同
定
に
つ
い
て
」、
鳥
浜
貝
塚
研
究
グ
ル
ー
プ（
編
）『
鳥
浜
貝
塚 

―
― 

縄

文
前
期
を
主
と
す
る
低
湿
地
遺
跡
の
調
査
４
』、
福
井
県
教
育
委
員
会
・
若
狭
歴
史
博
物
館
。

笠
原
安
夫
・
武
田
満
子
、
一
九
七
九
「
岡
山
県
津
島
遺
跡
の
出
土
種
実
の
種
類
同
定
の
研
究 

―
― 

日
本
各
地
遺
跡
間
の
残
存
種
実
の
比
較
と
そ
れ

か
ら
見
た
農
耕
の
伝
播
と
形
態
の
推
定
」、『
農
学
研
究
』、
五
八
巻
三
・
四
号
。

片
山
一
道
、
二
〇
〇
二
『
海
の
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド 

―
― 

ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
祖
先
を
求
め
て
』、
吉
川
弘
文
館
。

加
藤
九
祚（
編
） 一
九
八
四
『
日
本
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
周
辺 

―
― 

日
本
文
化
の
原
像
を
求
め
て
２
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

加
藤
定
子
、
一
九
八
九
「
シ
ベ
リ
ア
の
衣
服 

―
― 

ナ
ナ
イ（
族
）の
魚
皮
衣
を
中
心
に
」、『
古
代
日
本
海
域
の
謎
Ⅱ 

―
― 

海
か
ら
み
た
衣
と
装
い
の

文
化
』、
新
人
物
往
来
社
。

加
藤
晋
平
、
一
九
七
八
〜
一
九
八
〇
「
北
方
農
耕
覚
書 

―
― 

縄
文
農
耕
・
北
の
視
点（
⑥
⑦
⑧
⑨
）」、『
季
刊
ど
る
め
ん
』、
一
九
・ 

二
一
・
二
二
・
二
四
・
二
五
号
。

 

―
―
― 

一
九
八
〇
「
縄
文
人
の
動
物
飼
育 

―
― 
と
く
に
イ
ノ
シ
シ
の
問
題
に
つ
い
て
」、『
歴
史
公
論
』、
六
巻
五
号
。

 

―
―
― 

一
九
八
五
『
シ
ベ
リ
ア
の
先
史
文
化
と
日
本
』、
六
興
出
版
。

 

―
―
― 

一
九
八
八
「
シ
ベ
リ
ア
の
先
史
農
耕
と
日
本
へ
の
影
響
」、
佐
々
木
高
明
・
松
山
利
夫（
編
）『
畑
作
文
化
の
誕
生 

―
― 

縄
文
農
耕
論
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

 

―
―
― 

一
九
八
九
「
東
北
ア
ジ
ア
の
自
然
と
人
類
史
」、
三
上
次
男
・
神
田
信
夫（
編
）『
東
北
ア
ジ
ア
の
民
族
と
歴
史
』、
山
川
出
版
社
。

加
藤
助
参
、
一
九
三
五
「
白
山
々
麓
に
於
け
る
出
作
の
研
究
」、『
京
大
農
業
経
済
論
集 

第
一
輯
』。

加
藤
惣
吉
、
一
九
七
三
「
生
産
・
生
業（
白
峰
村
）（
尾
口
村
）」、
石
川
県
立
郷
土
資
料
館
『
白
山
麓 

―
― 

民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
』。

金
関
丈
夫
、
一
九
五
五
「
八
重
山
の
古
代
文
化
」、『
民
族
学
研
究
』、
一
九
巻
二
号
。

蒲
生
正
男
ほ
か
、
一
九
七
〇
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
岡
学
説
と
日
本
民
族
＝
文
化
の
系
統
起
源
論
の
現
段
階
」、『
民
族
学
か
ら
み
た
日
本（
岡
正
雄
教

授
古
稀
記
念
論
文
集
）』、
河
出
書
房
新
社
。
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唐
津
市
教
育
委
員
会（
編
）、
一
九
八
二
『
菜
畑
遺
跡 

―
― 

唐
津
市
菜
畑
字
松
円
寺
所
在
の
縄
文
・
弥
生
時
代
稲
作
遺
跡
の
調
査
』、『
菜
畑
遺

跡 

― 

唐
津
市
菜
畑
字
松
円
寺
所
在
の
縄
文
・
弥
生
時
代
稲
作
遺
跡
の
調
査
〈
分
析
・
考
察
編
〉』、
唐
津
市
教
育
委
員
会
。

菊
地
俊
彦
、
一
九
七
六
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
に
見
ら
れ
る
靺
鞨
・
女
眞
系
遺
物
」、『
北
方
文
化
研
究
』、
一
〇
巻
。

君
島
久
子（
編
）、
一
九
八
九
『
日
本
民
間
伝
承
の
源
流 

―
― 

日
本
基
層
文
化
の
探
求
』、
小
学
館
。

金
芳
漢
、
一
九
八
五
「
韓
国
語
と
日
本
語
の
関
係
」、
馬
淵
和
夫（
編
）『
日
本
語
の
起
源
』、
武
蔵
野
書
院
。

金
元
龍
・
西
谷  
正（
訳
）、
一
九
八
四
『
韓
国
考
古
学
概
説（
増
補
改
訂
版
）』、
六
興
出
版
。

金
田
章
裕
、
一
九
八
五
『
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』、
大
明
堂
。

熊
谷　

治
、
一
九
八
四
『
東
ア
ジ
ア
の
民
俗
と
祭
儀
』、
雄
山
閣
出
版
。

熊
倉
功
夫
・
杉
山
公
男
・
榛
村
純
一
、一
九
九
九
『
緑
茶
文
化
と
日
本
人
』、
ぎ
ょ
う
せ
い
。

熊
本
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
四
『
五
家
荘
の
民
俗
』、
熊
本
県
教
育
委
員
会
。

ク
ラ
イ
ナ
ー
、
Ｊ
、
一
九
九
六
「
日
本
民
族
学
・
文
化
人
類
学
の
歴
史
」、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー（
編
）『
日
本
民
族
学
の
現
在 

―
― 

１
９
８
０

年
代
か
ら
９
０
年
代
へ
』、
新
曜
社
。

ク
ラ
イ
ナ
ー
、
Ｊ（
編
）、
二
〇
一
二
『
日
本
民
族
の
源
流
を
探
る 

―
― 

柳
田
國
男
『
後
狩
詞
記
』
再
考
』、
三
弥
井
書
店
。

黒
潮
文
化
の
会（
編
）、
一
九
七
八
『
黒
潮
列
島
の
古
代
文
化
』、
角
川
書
店
。

黒
田
日
出
男
、
一
九
八
三
「
中
世
農
業
技
術
の
諸
相
」、『
講
座
日
本
技
術
の
社
会
史
１
』、
日
本
評
論
社
。

幸
田
清
喜
、
一
九
五
六
「
白
山
の
出
作
り
」、『
現
代
地
理
講
座
二
、
山
地
の
地
理
』、
平
凡
社
。

甲
元
眞
之
、
一
九
九
〇
「
燕
の
成
立
と
東
北
ア
ジ
ア
」、
田
村
晃
一（
編
）『
東
北
ア
ジ
ア
の
考
古
学
』、
六
興
出
版
。

 

―
―
― 

一
九
九
一
「
東
北
ア
ジ
ア
の
初
期
農
耕
文
化
」、
横
山
浩
一
先
生
退
官
記
念
事
業
会（
編
）『
横
山
浩
一
先
生
退
官
記
念
論
文
集
Ⅱ 

日
本
に

お
け
る
初
期
弥
生
文
化
の
成
立
』。

粉
河
昭
平
、
一
九
七
九
「
縄
文
時
代
の
栽
培
植
物
」、『
考
古
学
と
自
然
科
学
』、
第
一
二
号
。

国
分
直
一
、一
九
七
〇
『
日
本
民
族
文
化
の
研
究
』（
考
古
民
俗
叢
書
７
）、
慶
友
社
。

 

―
―
― 

一
九
七
六
『
環
シ
ナ
海
民
族
文
化
考
』（
考
古
民
俗
叢
書
15
）、
慶
友
社
。

 

―
―
― 

一
九
九
二
『
日
本
文
化
の
古
層 

―
― 

列
島
の
地
理
的
位
相
と
民
族
文
化
』、
第
一
書
房
。

国
分
直
一
・
佐
々
木
高
明（
編
）、
一
九
七
三
『
南
島
の
古
代
文
化
』、
毎
日
新
聞
社
。
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後
藤　

直
、
一
九
八
二
「
弥
生
文
化
成
立
期
の
朝
鮮
半
島
」、『
歴
史
公
論
』、
八
巻
一
号
。

 
―
―
― 

一
九
八
四
「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
稲
作
の
は
じ
ま
り
」、『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
№
２
２
８
。

古
文
化
財
編
集
委
員
会（
編
）、
一
九
八
〇
『
考
古
学
・
美
術
史
の
自
然
科
学
的
研
究
』、
日
本
学
術
振
興
会
。

 

―
―
― 
一
九
八
四
『
古
文
化
財
の
自
然
科
学
的
研
究
』、
同
朋
舎
。

小
山
修
三（
編
）、
一
九
九
二
『
狩
猟
と
漁
労 

―
― 

日
本
文
化
の
源
流
を
さ
ぐ
る
』、
雄
山
閣
出
版
。

阪
本
寧
男
、
一
九
八
四
「
雑
穀
類
の
系
譜
」、『
歴
史
公
論
』、
一
〇
巻
六
号
。

 

―
―
― 

一
九
八
八
『
雑
穀
の
き
た
道 

―
― 

ユ
ー
ラ
シ
ア
民
族
植
物
誌
か
ら
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

 

―
―
― 

一
九
八
九
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
ア
ワ
と
キ
ビ
の
系
譜
」、『
文
明
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
』、
九
巻
一
号
。

阪
本
寧
男（
編
）、
一
九
九
一
『
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
雑
穀
農
牧
文
化
』、
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー
。

崎
山　

理（
編
）、
一
九
八
六
『
越
語
資
料
』、
国
立
民
族
学
博
物
館
。

 

―
―
― 

一
九
九
〇
『
日
本
語
の
形
成
』、
三
省
堂
。

桜
田
勝
徳
、
一
九
七
四
「
美
濃
徳
山
村
民
俗
誌
」（
初
版
一
九
五
一
）、『
日
本
民
俗
大
系 

第
五
巻
』、
角
川
書
店
。

佐
々
木 

章
、
一
九
八
四
「
焼
畑
山
地
土
壌
の
プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル
分
析 

―
― 

宮
崎
県
椎
葉
村
向
山
」、
古
文
化
財
編
集
委
員
会（
編
）『
古
文
化

財
の
自
然
科
学
的
研
究
』、
同
朋
舎
。

 

―
―
― 

一
九
九
八
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
山
里
日
記
』、
葦
書
房
。

佐
々
木
史
郎
、
一
九
八
五
「
ト
ナ
カ
イ
飼
育
の
歴
史
」、『
民
博
通
信
』、
三
〇
号
。

 

―
―
― 

一
九
九
一
「
ア
ム
ー
ル
川
流
域
と
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
文
化
類
型
と
文
化
領
域 

―
― 

レ
ー
ヴ
ィ
ン
、
チ
ェ
ボ
ク
サ
ロ
フ
の
「
経
済
・
文
化

類
型
」
と
「
歴
史
・
民
族
誌
的
領
域
」
の
再
検
討
」、『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
一
六
巻
二
号
。

佐
藤
洋
一
郎
、
一
九
九
二
『
稲
の
き
た
道
』、
裳
華
房
。

佐
藤
洋
一
郎
・
藤
原
宏
志
、
一
九
九
二
「
イ
ネ
の
発
祥
中
心
地
は
ど
こ
か 
―
― 

こ
れ
か
ら
の
研
究
に
む
け
て
」、『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』、
三
〇
巻
一

号
。

鹿
野
忠
雄
、
一
九
四
六
⒜
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
於
け
る
雑
穀 

―
― 

特
に
稲
粟
耕
作
の
先
後
問
題
」、『
東
南
亜
細
亜
民
族
学
先
史
学
研
究
１
』、
矢

島
書
房
。

 

―
―
― 

一
九
四
六
⒝
「
紅
頭
嶼
ヤ
ミ
族
の
粟
に
関
す
る
農
耕
儀
礼
」、『
東
南
亜
細
亜
民
族
学
先
史
学
研
究
１
』、
矢
島
書
房
。
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上
海
市
文
物
保
管
委
員
会
、
一
九
七
八
「
オ
オ
ム
ギ
の
起
源
」、『
週
刊
朝
日
百
科 

世
界
の
植
物
』、
七
二
号
。

白
峰
村
史
編
集
委
員
会（
編
）、
一
九
五
九
『
白
峰
村
史
』
下
巻
、
白
峰
村
役
場
。

杉
本
尚
次（
編
）、
一
九
八
四
『
日
本
の
す
ま
い
の
源
流 

―
― 

日
本
基
層
文
化
の
探
求
』、
文
化
出
版
局
。

鈴
木
牧
之
・
宮　

栄
二（
校
注
）、
一
九
七
一
『
秋
山
紀
行
・
夜
職
草
』（
東
洋
文
庫
１
８
６
）、
平
凡
社
。

住
谷
一
彦
、
一
九
七
九
「
岡
正
雄
『
古
日
本
の
文
化
層
』 ―
― 

或
る
素
描
」、
岡　

正
雄
『
異
人
そ
の
他
』、
言
叢
社
。

高
取
正
男
、
一
九
六
〇
「
古
代
の
山
民
に
つ
い
て
」、『
史
窓
』、
一
六（『
民
間
信
仰
史
の
研
究
』、
法
蔵
館
、
一
九
八
二
に
所
収
）。

高
橋
隆
平
、
一
九
四
七
「
大
麦
品
種
の
分
類
と
地
理
的
分
布
に
関
す
る
研
究 

第
15
報
」、『
農
学
研
究
』、
三
九
巻
。

高
橋
隆
平
・
山
本
二
郎
、
一
九
五
一
「
大
麦
品
種
の
分
類
や
地
理
的
分
布
に
関
す
る
研
究 

第
15
報 

―
― 

小
穂
脱
落
型
と
栽
培
大
麦
の
系
統
発
生
」、

『
農
学
研
究
』、
三
九
巻
三
号
。

高
橋
隆
平
、
一
九
七
七
「
オ
オ
ム
ギ
の
起
源
」、『
週
刊
朝
日
百
科 

世
界
の
植
物
72 

文
化
を
生
ん
だ
栽
培
植
物
』、
朝
日
新
聞
社
。

高
橋　

護
、
一
九
九
二
「
縄
文
時
代
の
籾
痕
土
器
」、『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
№
３
５
５
。

高
橋
九
一
、一
九
七
〇
「
稗
つ
く
り
の
民
具
」、『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』、
三
巻
九
号
。

高
谷
好
一
、一
九
八
五
『
東
南
ア
ジ
ア
の
自
然
と
土
地
利
用
』、
勁
草
書
房
。

竹
井
恵
美
子
・
小
林
央
往
・
阪
本
寧
男
、
一
九
八
一
「
紀
伊
山
地
に
お
け
る
雑
穀
の
栽
培
と
利
用
な
ら
び
に
ア
ワ
の
特
性
」、『
季
刊
人
類
学
』、

一
二
巻
四
号
。

武
田　

明
、
一
九
五
五
『
祖
谷
山
民
俗
誌
』、
古
今
書
院
。

竹
村
卓
二（
編
）、
一
九
八
六
『
日
本
民
俗
社
会
の
形
成
と
発
展 
―
― 

イ
エ
・
ム
ラ
・
ウ
ジ
の
源
流
を
さ
ぐ
る
』、
山
川
出
版
社
。

橘　

礼
吉
、
一
九
七
三
「
住
生
活（
白
峰
村
）」、
石
川
県
立
郷
土
資
料
館
『
白
山
麓 

―
― 

民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
』。

 

―
―
― 

一
九
七
五
「
白
山
麓
出
作
り
住
居
の
原
型 

ネ
ブ
キ
小
屋
に
つ
い
て
㈠
㈡
」、『
加
能
民
俗
研
究
』、
三
・
四
号
。

 

―
―
― 

一
九
七
七
『
白
山
麓
小
原　

生
活
と
民
具（
薙
畑
慣
行
の
部
）』、
自
家
出
版
。

 

―
―
― 

一
九
八
二
「
白
山
麓
の
焼
畑
に
お
け
る
雑
穀
収
量 

―
― 

白
峰
村
桑
島
杉
田
敏
雄
家
の
事
例
」、『
加
能
民
俗
研
究
』、
一
〇
号
。

 

―
―
― 

一
九
八
三
「
白
山
麓
の
焼
畑
地
域
に
お
け
る
雑
穀
料
理
㈠
」、『
加
能
民
俗
研
究
』、
一
一
号
。

 

―
―
― 

一
九
八
四
「
白
山
麓
の
焼
畑
地
域
に
お
け
る
雑
穀
料
理
㈡ 

―
― 

石
川
県
白
峰
村
と
そ
の
周
辺
の
ア
ワ
・
カ
マ
シ
料
理
」、『
加
能
民
俗
研

究
』、
一
二
号
。
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―
―
― 

一
九
九
五
『
白
山
麓
の
焼
畑
農
耕 

―
― 

そ
の
民
俗
学
的
生
態
誌
』、
白
水
社
。

田
中
啓
爾
・
幸
田
清
喜
、
一
九
二
七
「
白
山
山
麓
に
於
け
る
出
作
地
帯
」、『
地
理
学
評
論
』、
三
巻
四
・
五
号
。

田
村
晃
一
、一
九
八
九
「
中
国
東
北
地
方
の
歴
史
と
文
化 

―
― 

先
史
・
古
代
」、
三
上
次
男
・
神
田
信
夫（
編
）『
東
北
ア
ジ
ア
の
民
族
と
歴
史
』、
山

川
出
版
社
。

―
―
― 
一
九
九
〇
「
高
句
麗
の
積
石
塚
」、
田
村
晃
一（
編
）『
東
北
ア
ジ
ア
の
考
古
学
』、
六
興
出
版
。

千
葉
徳
爾
、
一
九
六
六
『
民
俗
と
地
域
形
成
』、
風
間
書
房
。

中
国
社
会
科
学
院
考
古
学
研
究
所（
編
著
）・
関
野　

雄（
監
訳
）、
一
九
八
八
『
新
中
国
の
考
古
学
』、
平
凡
社
。

塚
田
松
雄
、
一
九
七
四
『
花
粉
は
語
る 

―
― 

人
間
と
植
生
の
歴
史
』、
岩
波
講
座
。

都
出
比
呂
志
、
一
九
八
九
『
日
本
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
』、
岩
波
書
店
。

坪
井
洋
文
、
一
九
七
九
『
イ
モ
と
日
本
人 

―
― 

民
俗
文
化
論
の
課
題
』、
未
来
社
。

 

―
―
― 

一
九
八
二
『
稲
を
選
ん
だ
日
本
人 

―
― 

民
俗
的
思
考
の
世
界
』、
未
来
社
。

 

―
―
― 

一
九
八
六
『
民
俗
再
考  

―
―  
多
元
的
世
界
へ
の
視
点
』、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
。

寺
澤　

薫
、
二
〇
〇
〇
『
王
権
誕
生（
日
本
の
歴
史
２
）』、
講
談
社
。

ト
ゥ
コ
ル
コ
ク
、
Ｂ
・
Ａ
・
斉
藤
晨
二（
訳
）、
一
九
八
一
『
ト
ナ
カ
イ
に
乗
っ
た
狩
人
た
ち  

―
―  

北
方
ツ
ン
グ
ー
ス
民
族
誌
』、
刀
水
書
房
。

外
山
秀
一
、二
〇
〇
六
『
遺
跡
の
環
境
復
原  

―
―  
微
地
形
分
析
、
花
粉
分
析
、
プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル
分
析
と
そ
の
応
用
』、
古
今
書
院
。

鳥
浜
貝
塚
研
究
グ
ル
ー
プ（
編
）、
一
九
七
九
『
鳥
浜
貝
塚  
―
―  

縄
文
前
期
を
主
と
す
る
低
湿
地
遺
跡
調
査
１
』、
福
井
県
教
育
委
員
会
。

―
―
― 

一
九
八
〇
〜
一
九
八
七
『
鳥
浜
貝
塚  

―
―  

縄
文
前
期
を
主
と
す
る
低
湿
地
遺
跡
調
査
２
〜
６
』、
福
井
県
教
育
委
員
会
。

直
木
孝
次
郎
、
一
九
七
三
『
倭
国
の
誕
生（
日
本
の
歴
史
１
）』、
小
学
館
。

中
尾
佐
助
、
一
九
六
六
『
栽
培
植
物
と
農
耕
の
起
源
』、
岩
波
書
店
。

 

―
―
― 

一
九
六
七
「
農
業
起
原
論
」、
森
下
正
明
・
吉
良
竜
夫（
編
）『
自
然  
―
―  

生
態
学
的
研
究（
今
西
錦
司
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
１
）』、
中

央
公
論
社
。

 

―
―
― 

一
九
七
二
『
料
理
の
起
源
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

 

―
―
― 

一
九
八
三
「
東
ア
ジ
ア
の
農
耕
と
ム
ギ
」、
佐
々
木
高
明（
編
）『
日
本
農
耕
文
化
の
源
流
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

中
尾
佐
助
・
秋
道
智
彌（
編
）、
一
九
九
九
『
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
の
民
族
生
物
学  

―
―  
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
海
の
世
界
へ
』、
平
凡
社
。



文　　献　550

中
尾
佐
助
・
佐
々
木
高
明
、
一
九
九
二
『
照
葉
樹
林
文
化
と
日
本
』、
く
も
ん
出
版
。

中
川
原
捷
洋
、
一
九
八
五
『
稲
と
稲
作
の
ふ
る
さ
と
』、
古
今
書
院
。

中
村
慎
一
、一
九
八
六
「
長
江
下
流
域
新
石
器
文
化
の
研
究  

―
―  

栽
培
シ
ス
テ
ム
の
進
化
を
中
心
に
」、『
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
紀

要
』、
五
号
。

中
村　

純
、
一
九
六
七
『
花
粉
分
析
』、
古
今
書
院
。

 

―
―
― 

一
九
八
〇
『
花
粉
分
析
に
よ
る
稲
作
史
の
研
究
』、
古
文
化
財
編
集
委
員
会（
編
）『
考
古
学
・
美
術
史
の
自
然
科
学
的
研
究
』、
日
本
学
術

振
興
会
。

 

―
―
― 

一
九
八
二
「
花
粉
分
析
か
ら
み
た
縄
文
か
ら
弥
生
」、『
歴
史
公
論
』、
八
巻
一
号
。

 

―
―
― 

一
九
八
四
「
古
代
農
耕
と
く
に
稲
作
の
花
粉
分
析
学
的
研
究
」、
古
文
化
財
編
集
委
員
会（
編
）『
古
文
化
財
の
自
然
科
学
的
研
究
』、
同

朋
舎
。

名
久
井
芳
枝
、
一
九
八
六
、『
実
測
図
の
す
す
め
』、
一
芦
舎
。

那
須
孝
梯
、
一
九
八
一
「
縄
文
人
は
栽
培
ソ
バ
を
食
べ
た
？
」、『
科
学
朝
日
』、
四
一
巻
六
号
。

西
田
龍
雄
、
一
九
七
八
「
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
と
日
本
語
」、『
岩
波
講
座 

日
本
語
12
』、
岩
波
書
店
。

 

―
―
― 

一
九
八
〇
「
チ
ベ
ッ
ト
語
・
ビ
ル
マ
語
と
日
本
語
」、
大
野
晋（
編
）『
日
本
語
の
系
統
』（
現
代
の
エ
ス
プ
リ
別
冊
）。

西
田
正
規
、
一
九
八
〇
「
縄
文
時
代
の
食
糧
資
源
と
生
業
活
動  

―
―  

鳥
浜
貝
塚
の
自
然
遺
物
を
中
心
と
し
て
」、『
季
刊
人
類
学
』、
一
一
巻
三
号
。

 

―
―
― 

一
九
八
一
「
縄
文
時
代
の
人
間
・
植
物
関
係  
―
―  
食
糧
生
産
の
出
現
過
程
」、『
国
立
民
族
学
博
物
館
報
告
』、
六
巻
二
号
。

新
田
栄
治
、
一
九
九
五
「
東
南
ア
ジ
ア
の
農
耕
の
起
源
」、
梅
原  
猛
・
安
田
喜
憲（
編
）『
農
耕
と
文
化（
講
座 

文
明
と
環
境 

第
３
巻
）』、
朝
倉
書
店
。

日
本
考
古
学
協
会（
編
）、
一
九
六
一
『
日
本
農
耕
文
化
の
生
成
』。

野
本
寛
一
、二
〇
〇
四
『
山
地
母
源
論
１ 

―
― 

日
向
山
峡
の
ム
ラ
か
ら
』、
岩
田
書
院
。

萩
原
眞
子
、
一
九
八
九
「
ア
ム
ー
ル
川
・
沿
海
州
地
域
の
人
・
生
活
・
衣
服
」、
森 

浩
一（
編
）『
古
代
日
本
海
域
の
謎
Ⅱ 

―
― 

海
か
ら
み
た
衣
と
装

い
の
文
化
』、
新
人
物
往
来
社
。

 

―
―
― 

一
九
八
九
「
民
族
と
文
化
の
系
譜
」、
三
上
次
男
・
神
田
信
夫（
編
）『
東
北
ア
ジ
ア
の
民
族
と
歴
史
』、
山
川
出
版
社
。

橋
本
征
治
、
二
〇
〇
二
『
海
を
渡
っ
た
タ
ロ
イ
モ 

―
― 

オ
セ
ア
ニ
ア
・
南
西
諸
島
の
農
耕
文
化
論
』、
関
西
大
学
出
版
部
。

橋
本
萬
太
郎
、
一
九
七
八
『
言
語
類
型
地
理
論
』、
弘
文
堂
。
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―
―
― 

一
九
八
三
「
こ
と
ば
と
民
族
」、
橋
本
萬
太
郎（
編
）『
漢
民
族
と
中
国
社
会（
民
族
の
世
界
史
５
）』、
山
川
出
版
社
。

橋
本
萬
太
郎
・
鈴
木
秀
夫
、
一
九
八
三
「
漢
字
文
化
圏
の
形
成
」、
橋
本
萬
太
郎（
編
）『
漢
民
族
と
中
国
社
会（
民
族
の
世
界
史
５
）』、
山
川
出
版
社
。

畑
井  
弘
、
一
九
八
一
『
律
令
・
荘
園
体
制
と
農
民
の
研
究 

―
― 

焼
畑
・
林
田
農
業
と
家
地
経
営
』、
吉
川
弘
文
館
。

埴
原
和
郎（
編
）、
一
九
九
三
『
日
本
人
と
日
本
文
化
の
形
成
』、
朝
倉
書
店
。

早
川
孝
太
郎
、
一
九
七
七
「
花
祭（
後
篇
）」、『
早
川
孝
太
郎
全
集 

第
二
巻
』、
未
来
社
。

原
田
信
男
、
一
九
八
五
「
日
本
中
世
に
お
け
る
肉
食
に
つ
い
て 

―
― 

米
社
会
と
の
関
連
か
ら
」、
石
毛
直
道（
編
）『
東
ア
ジ
ア
の
食
事
文
化
』、

平
凡
社
。

―
―
― 

二
〇
〇
五
「
日
本
の
田
畑
と
焼
畑
に
つ
い
て
」、『
季
刊
東
北
学 

―
―  

特
集
〈
稲
作
以
前
〉
再
考
』、
二
期
二
号
。

春
成
秀
爾
、
一
九
九
〇
『
弥
生
文
化
の
始
ま
り
』、
東
京
大
学
出
版
会
。

―
―
― 

一
九
九
五
「
熊
祭
り
の
起
源
」、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』、
60
。

樋
口
清
之
、
一
九
七
五
「
古
墳
文
化
と
大
和
政
権
」、
林
屋
辰
三
郎
ほ
か（
編
）『
歴
史
の
視
点
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

樋
口
隆
康
、
一
九
七
一
『
日
本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
』、
講
談
社
。

広
瀬
和
雄
、
一
九
九
一
「
耕
地
と
灌
漑
」、『
古
墳
時
代
の
研
究
４
』、
雄
山
閣
出
版
。

福
井
勝
義
、
一
九
七
四
『
焼
畑
の
む
ら
』、
朝
日
新
聞
社
。

福
田
ア
ジ
オ
、
一
九
八
八
「
近
世
初
期
山
村
一
揆
論 
―
― 

北
山
・
椎
葉
山
・
祖
谷
山
」、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』、
18
。

 

―
―
― 

二
〇
一
二
「
世
界
民
俗
学
構
想
と
遠
野
物
語
」、『
歴
史
と
民
俗
：
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
研
究
所
論
文
集
』、
28
。

福
本
雅
一
、 

一
九
七
八
「
臨
海
水
土
志
訳
注
稿
」、
国
分
直
一（
編
）『
論
集
・
海
上
の
道
』、
大
和
書
房
。

藤　

則
雄
、
一
九
八
四
「
過
去
二
万
年
に
お
け
る
沖
積
低
地
の
古
環
境
変
遷
」、
古
文
化
財
編
集
委
員
会（
編
）『
古
文
化
財
の
自
然
科
学
的
研
究
』、

同
朋
舎
。

藤
井
知
昭（
編
）、
一
九
八
五
『
日
本
音
楽
と
芸
能
の
源
流 

―
― 

日
本
文
化
の
原
像
を
求
め
て
３
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

藤
下
典
之
、
一
九
八
四
「
出
土
遺
物
よ
り
み
た
ウ
リ
科
植
物
の
種
類
と
変
遷
と
そ
の
利
用
法
」、
古
文
化
財
編
集
委
員
会（
編
）『
古
文
化
財
の
自

然
科
学
的
研
究
』、
同
朋
舎
。

藤
原
宏
志
、
一
九
八
二
「
プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル
か
ら
み
た
縄
文
か
ら
弥
生 

―
― 
縄
文
晩
期
か
ら
弥
生
初
期
に
お
け
る
稲
作
の
実
証
的
研
究
」、

『
歴
史
公
論
』、
八
巻
一
号
。
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藤
原
宏
志
・
松
谷
暁
子
・
梅
本
光
一
郎
・
佐
々
木
章
、
一
九
八
〇
「
プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル
分
析
法
及
び
灰
像
法
に
よ
る
古
代
植
物
遺
物
の
研
究
」、

古
文
化
財
編
集
委
員
会（
編
）『
考
古
学
・
美
術
史
の
自
然
科
学
的
研
究
』、
日
本
学
術
振
興
会
。

古
野
清
人
、
一
九
七
二
『
高
砂
族
の
祭
儀
生
活
』、『
古
野
清
人
全
集 

第
一
巻
』、
三
一
書
房
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部（
編
）、
一
九
九
五
『
北
上
山
地
の
畑
作
習
俗
』（
無
形
の
民
俗
文
化
財
記
録
第
三
八
集
）、
国
土
地
理
協
会
。

文
物
編
集
委
員
会（
編
）、
関
野　

雄（
監
訳
）、
一
九
八
一
『
中
国
考
古
学
三
十
年
』、
平
凡
社
。

堀
田　

満
、
一
九
八
三
「
イ
モ
型
有
用
植
物
の
起
源
と
系
統 

―
― 

東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
」、
佐
々
木
高
明（
編
）『
日
本
農
耕
文
化
の
源
流
』、
日
本

放
送
出
版
協
会
。

堀
田
吉
雄
、
一
九
八
〇
『
山
の
神
信
仰
の
研
究
』（
増
補
・
改
訂
版
）、
光
書
房
。

前
川
文
夫
、
一
九
七
三
『
日
本
人
と
植
物
』、
岩
波
書
店
。

前
田
保
夫
、
一
九
八
〇
『
縄
文
の
海
と
森 

―
― 

完
新
世
前
期
の
自
然
史
』、
蒼
樹
書
房
。

松
谷
暁
子
、
一
九
八
一
「
長
野
県
大
石
遺
跡
で
出
土
し
た
タ
ー
ル
状
炭
化
種
の
同
定
に
つ
い
て
」、『
長
野
県
中
央
道
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調

査
報
告
書
』。

 

―
―
― 

一
九
八
四
「
走
査
電
顕
像
に
よ
る
炭
化
種
実
の
識
別
」、
古
文
化
財
編
集
委
員
会（
編
）『
古
文
化
財
の
自
然
科
学
的
研
究
』、
同
朋
舎
。

 

―
―
― 

一
九
八
八
「
ソ
連
ポ
リ
ツ
ェ
文
化
出
土
の
炭
化
粒
」、
佐
々
木
高
明
・
松
山
利
夫（
編
）『
畑
作
文
化
の
誕
生 

―
― 

縄
文
農
耕
論
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

松
永
満
夫
、
一
九
七
七
「
大
石
遺
跡
ア
ワ
類
似
炭
化
種
子
」、『
季
刊
ど
る
め
ん
』、
一
三
号
。

松
本　

豪
、
一
九
七
七
「
大
石
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
炭
化
種
子
に
つ
い
て
」、『
季
刊
ど
る
め
ん
』、
一
三
号
。

松
本
信
広
、
一
九
七
一
『
日
本
神
話
の
研
究
』（
東
洋
文
庫
１
８
０
）、
平
凡
社
。

 

―
―
― 

一
九
七
八
〜
七
九
『
日
本
民
族
文
化
の
起
源
』（
全
三
冊
）、
講
談
社
。

松
山
利
夫
、
一
九
七
二
「
ト
チ
ノ
ミ
と
ド
ン
グ
リ 

―
― 

堅
果
類
の
加
工
法
に
関
す
る
事
例
研
究
」、『
季
刊
人
類
学
』、
三
巻
二
号
。

 

―
―
― 

一
九
七
三
「
コ
ラ
イ
と
タ
コ
ト
ワ
ン 

―
― 

ル
カ
イ
族
の
サ
ト
イ
モ
加
工
法
」、『
季
刊
人
類
学
』、
四
巻
二
号
。

 

―
―
― 

一
九
七
七
「
野
生
堅
果
類
、
と
く
に
ト
チ
ノ
ミ
と
ド
ン
グ
リ
類
の
ア
ク
抜
き
技
術
と
そ
の
分
布
」、『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』、

二
巻
三
号
。

 

―
―
― 

一
九
八
二
『
木
の
実
』、
法
政
大
学
出
版
局
。
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―
―
― 

一
九
八
六
『
山
村
の
文
化
地
理
学
的
研
究 

―
― 

日
本
に
お
け
る
山
村
文
化
の
生
態
と
地
域
構
造
』、
古
今
書
院
。

馬
淵
東
一
、一
九
七
四
⒜
「
ブ
ヌ
ン
族
に
於
け
る
獣
肉
の
分
配
と
贈
与
」、『
馬
淵
東
一
著
作
集 

第
一
巻
』、
社
会
思
想
社
。

 
―
―
― 

一
九
七
四
⒝
「
中
部
台
湾
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
呪
術
的
・
宗
教
的
土
地
所
有
権
」、『
馬
淵
東
一
著
作
集 

第
二
巻
』、
社
会
思
想
社
。

 

―
―
― 
一
九
七
四
⒞
「
粟
を
め
ぐ
る
高
砂
族
の
農
耕
儀
礼
」、『
馬
淵
東
一
著
作
集 

第
三
巻
』、
社
会
思
想
社
。

三
上
次
男
、
一
九
六
六
『
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
研
究（
東
北
ア
ジ
ア
史
研
究
２
）』、
吉
川
弘
文
館
。

三
品
彰
英
、
一
九
七
〇
〜
七
四 『
三
品
彰
英
論
文
集 

一
〜
六
巻
』、
平
凡
社
。

宮
本
常
一
、 

一
九
六
八
『
山
に
生
き
る
人
び
と（
日
本
民
衆
史
２
）』、
未
来
社
。

 

―
―
― 

一
九
七
四
『
越
前
石
徹
白
民
俗
誌
』（
初
版
一
九
二
四
）、『
日
本
民
俗
誌
大
系 

第
七
巻
』、
角
川
書
店
。

民
族
文
化
映
像
研
究
所（
編
）、
一
九
八
六
『
西
米
良
の
焼
畑
』、
西
米
良
村
教
育
委
員
会
。

村
上
恭
道
、
一
九
八
七
「
東
北
ア
ジ
ア
の
初
期
鉄
器
時
代
」、『
古
代
文
化
』、
三
九
巻
九
号
。

村
松
一
弥（
編
訳
）、
一
九
七
四
『
苗
族
民
話
集
』、
平
凡
社
。

文
部
省
科
学
研
究
費
特
定
研
究
「
古
文
化
財
」
総
括
班
、
一
九
八
二
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
縄
文
農
耕
の
実
証
性
』。

安
田
喜
憲
、
一
九
七
九
「
花
粉
分
析
」、
鳥
浜
貝
塚
研
究
グ
ル
ー
プ（
編
）『
鳥
浜
貝
塚 

―
― 

縄
文
前
期
を
主
と
す
る
低
湿
地
遺
跡
の
調
査
１
』、
福

井
県
教
育
委
員
会
。

 

―
―
― 

一
九
八
〇
『
環
境
考
古
学
事
始 

―
― 

日
本
列
島
二
万
年
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

 

―
―
― 

一
九
八
三
「
堆
積
物
の
各
種
分
析
か
ら
み
た
最
終
氷
期
以
降
の
気
候
変
動
」、
吉
野
正
敏（
編
）『
気
象
研
究
ノ
ー
ト
』
一
四
七
号（「
日
本

と
そ
の
周
辺
の
古
気
候
復
元
」）、
四
七
〜
六
〇
。

 

―
―
― 

一
九
八
五
「
環
日
本
海
文
化
の
変
遷 

―
― 

花
粉
分
析
学
の
視
点
か
ら
」、『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
第
九
巻
四
号
。

 

―
―
― 

一
九
八
八
「
縄
文
時
代
の
環
境
と
生
業 

―
― 

花
粉
分
析
の
結
果
か
ら
」、
佐
々
木
高
明
・
松
山
利
夫（
編
）『
畑
作
文
化
の
誕
生 

―
― 

縄
文

農
耕
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

安
本
美
典
、
一
九
八
五
『
日
本
語
の
起
源
を
探
る
』、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
。

柳
田
國
男
、
一
九
〇
九
『
後
狩
詞
記 

―
― 

日
向
国
奈
須
の
山
村
に
於
て
今
も
行
わ
れ
る
猪
狩
の
故
実
』（『
定
本 

柳
田
國
男
集 

第
二
七
巻
』、

一
九
六
四
、
筑
摩
書
房
に
所
収
）。

 

―
―
― 

一
九
三
四
『
民
間
伝
承
論
』。
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―
―
― 

一
九
五
二
「
海
上
へ
の
道
」（
一
）、（
二
）、（
三
）、『
心
』、
五
巻
一
〇
〜
一
二
号
、
平
凡
社
。

 
―
―
― 

一
九
五
九
『
故
郷
七
十
年
』、
の
ぢ
き
く
文
庫（『
定
本 

柳
田
國
男
集 

別
巻
三
』、
一
九
六
四
に
所
収
）。

 
―
―
― 

一
九
六
一
『
海
上
へ
の
道
』、
筑
摩
書
房（『
定
本 

柳
田
國
男
集 

第
一
巻
』、
一
九
六
三
に
所
収
）。

 

―
―
― 
一
九
六
二
「
稗
の
未
来
」『
定
本 

柳
田
國
男
集 

第
一
四
巻
』、
未
来
社
。

柳
田
國
男
・
安
藤
広
太
郎
・
盛
永
俊
太
郎
、
一
九
六
九
『
稲
の
日
本
史　

上
・
下
』（
復
刻
）、
筑
摩
書
房
。

薮
田
嘉
一
郎
、
一
九
六
八
「
白
水
郷
考
」、
金
関
丈
夫
博
士
古
希
記
念
委
員
会（
編
）『
日
本
民
族
と
南
方
文
化
』、
平
凡
社
。

山
口
英
男
、
一
九
九
二
「
農
耕
生
活
と
馬
の
飼
育
」、『
新
版
古
代
日
本
８ 

関
東
』、
角
川
書
店
。

山
口
裕
文
・
河
瀬
眞
琴（
編
著
）、
二
〇
〇
三
『
雑
穀
の
自
然
史 

―
― 

そ
の
起
源
と
文
化
を
求
め
て
』、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
。

山
口
弥
一
郎
、
一
九
七
三
「
東
北
地
方
の
稗
」『
山
口
弥
一
郎
選
集 

第
七
巻
』、
世
界
文
庫
。

 

―
―
― 

一
九
七
四
「
二
戸
覚
書
」（
初
版
：
一
九
四
三
）、『
日
本
民
俗
誌
大
系 

第
九
巻
』、
角
川
書
店
。

山
崎
純
男
、
二
〇
〇
七
「
弥
生
文
化
の
開
始 

―
― 

北
部
九
州
を
中
心
に
」、
広
瀬
和
雄（
編
）『
弥
生
時
代
は
ど
う
変
わ
る
か
』、
学
生
社
。

山
田
隆
治
、
一
九
六
九
『
ム
ン
ダ
族
の
農
耕
文
化
複
合
』、
風
間
書
房
。

山
田
亀
太
郎
・
ハ
ル
エ（
述
）、
志
村
俊
司（
編
）、
一
九
八
三
『
山
と
猟
師
と
焼
畑
の
谷 

―
― 

秋
山
郷
に
生
き
た
猟
師
の
詩
』、
白
日
社
。

山
田
悟
郎
、
一
九
九
二
「
古
代
の
ソ
バ
」、『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
№
３
５
５
。

山
田
悟
郎
・
椿
坂
恭
代
、
一
九
九
五
「
大
陸
か
ら
伝
播
し
て
き
た
栽
培
植
物
」、
北
海
道
開
拓
記
念
館（
編
）『
北
の
歴
史
・
文
化
交
流
事
業
・
研
究

報
告
』、
北
海
道
開
拓
記
念
館
。

吉
崎
昌
一
、一
九
九
二
「
古
代
雑
穀
の
検
出 

―
― 

考
古
植
物
学
的
調
査
の
展
開
」、『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
№
３
５
５
。

 

―
―
― 

一
九
九
五
「
日
本
に
お
け
る
栽
培
植
物
の
出
現
」、『
季
刊
考
古
学
』、
五
〇
号
。

 

―
―
― 

一
九
九
七
「
縄
文
時
代
の
栽
培
植
物
」、『
第
四
紀
研
究
』、
三
六
巻
五
号
。

吉
田
集
而
、
一
九
九
〇
「
地
炉
石
焼
」、
大
林
太
良
・
杉
田
繁
治
・
秋
道
智
彌（
編
）『
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
諸
民
族
文
化
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
分
析
』、
国
立
民
族
学
博
物
館
。

 

―
―
― 

一
九
九
九
「
発
酵
パ
ン
果
の
謎
」、
中
尾
佐
助
・
秋
道
智
彌（
編
）『
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
の
民
族
生
物
学
』、
平
凡
社
。

吉
田
集
而
・
堀
田　

満
・
印
東
道
子（
編
）、
二
〇
〇
三
『
イ
モ
と
ヒ
ト 

―
― 

人
類
の
生
存
を
支
え
た
根
栽
農
耕
』、
平
凡
社
。

吉
野
正
敏（
編
）、
一
九
八
三
、「
日
本
と
そ
の
周
辺
の
古
気
候
復
元
」、『
気
象
研
究
ノ
ー
ト
』
一
四
七
号
。
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立
命
館
大
学
探
検
部
バ
タ
ン
諸
島
学
術
調
査
隊（
編
著
）、
一
九
七
一
『
バ
タ
ン
島
の
自
然
と
文
化 

―
― 

そ
の
調
査
と
記
録
』、
立
命
館
大
学
探
検
部
。

劉
茂
源（
編
）、
一
九
九
六
『
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
バ
の
人
類
学
』、
慶
友
社
。

レ
ー
ヴ
ィ
ン（
著
）、
香
山
陽
坪（
訳
）、
一
九
六
〇
「
北
シ
ベ
リ
ア
お
よ
び
極
東
に
お
け
る
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
民
族
誌
的
研
究
」、『
民
族
学
研
究
』、

二
四
巻
一
・
二
号
。

若
林
喜
三
郎
、
一
九
六
二
「
村
民
の
は
た
ら
き
」、
白
峰
村
史
編
集
委
員
会（
編
）『
白
峰
村
史
』
上
巻
。

渡
辺　

誠
、
一
九
八
四
「
編
布
の
歴
史
」、『
染
織
』、
四
五
号
。

渡
部
忠
世
、
一
九
七
〇
「
タ
イ
に
お
け
る
〝
モ
チ
稲
栽
培
圏
の
〞
成
立
」、『
季
刊
人
類
学
』、
一
巻
二
号
。

 

―
―
― 

一
九
七
七
『
稲
の
道
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

 

―
―
― 

一
九
八
三
『
ア
ジ
ア
稲
作
の
系
譜 

―
― 

蓬
莱
米
と
在
来
米
』、
法
政
大
学
出
版
局
。

渡
部
忠
世
・
生
田　

滋（
編
）、
一
九
八
四
『
南
島
の
稲
作
文
化 

―
― 

与
那
国
島
を
中
心
に
』、
法
政
大
学
出
版
局
。

　
　

外
国
語
文
献

雲
南
省
歴
史
研
究
所
、
一
九
八
〇
『
雲
南
少
数
民
族
』。

董
学
増
、
一
九
八
三
「
試
論
吉
林
地
区
西
団
山
文
化
」、『
考
古
学
報
』、
一
九
八
三
年
第
四
期
。

郭
大
順
・
馬
沙
、
一
九
八
五
「
以
遼
河
流
域
為
中
心
的
新
石
器
文
化
」、『
考
古
学
報
』、
一
九
八
五
年
第
四
期
。

河
北
省
文
物
管
理
処
・
邯
鄲
市
文
物
保
管
所
、
一
九
八
一
「
河
北
武
安
磁
山
遺
址
」、『
考
古
学
報
』、
一
九
八
一
年
第
三
期
。

呉
錦
吉
、
一
九
八
二
「
江
南
幾
何
印
文
陶
〝
文
化
〞
応
是
古
代
越
人
的
文
化
」、
百
越
民
族
史
研
究
会（
編
）『
百
越
民
族
史
論
集
』、
中
国
社
会
科

学
出
版
社
。

江
西
省
歴
史
博
物
館
・
貴
渓
県
文
化
館
、
一
九
八
〇
「
江
西
貴
渓
崖
墓
発
掘
簡
報
」、『
文
物
』、
一
九
八
〇
年
第
一
一
期
。

黒
龍
江
省
文
物
考
古
工
作
隊
、
一
九
七
九
「
密
山
県
新
開
流
遺
址
」、『
考
古
学
報
』、
一
九
七
九
年
第
四
期
。

 

―
―
― 

一
九
八
〇
「
黒
龍
江
肇
源
白
金
宝
遺
址
第
一
次
発
掘
」、『
考
古
』、
一
九
八
〇
年
第
四
期
。

 

―
―
― 

一
九
八
一
「
黒
龍
江
寧
安
県
鶯
歌
嶺
遺
址
」、『
考
古
』、
一
九
八
一
年
第
六
期
。

瀋
陽
市
文
物
管
理
弁
公
室
、
一
九
七
八
「
瀋
陽
新
楽
遺
跡
試
掘
報
告
」、『
考
古
学
報
』、
一
九
七
八
年
第
四
期
。

瀋
陽
市
文
物
管
理
弁
公
室
・
瀋
陽
故
宮
博
物
館
、
一
九
八
五
「
瀋
陽
新
楽
遺
址
第
二
次
発
掘
報
告
」、『
考
古
学
報
』、
一
九
八
五
年
第
二
期
。
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浙
江
省
文
物
管
理
委
員
会
、
一
九
六
〇
「
呉
興
銭
山
漾
遺
址　

第
一
、二
次
発
掘
報
告
」、『
考
古
学
報
』、
一
九
六
〇
年
第
二
期
。

張
泰
湘
、
一
九
八
六
「
黒
龍
江
省
的
原
始
社
会
考
古
学
研
究
」、『
史
前
研
究
』、
一
九
八
六
年
第
一
期
。

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
内
蒙
古
工
作
隊
、
一
九
八
五
「
内
蒙
古
敖
漢
旗
興
隆
窪
遺
址
発
掘
簡
報
」、『
考
古
』、
一
九
八
五
年
第
一
〇
期
。

中
国
社
会
科
学
院
考
古
学
研
究
所（
編
）、
一
九
九
一
『
中
国
考
古
学
中
碳
十
四
年
代
教
据
集
、
１
９
６
５
〜
１
９
９
１
』、
文
物
出
版
社
。

中
国
植
被
編
輯
委
員
会（
編
著
）、
一
九
八
〇
『
中
国
植
被
』、
科
学
出
版
社
。

斐
安
平
、
一
九
八
九
「
彭
頭
山
文
化
的
稲
作
遺
存
与
中
国
史
前
稲
作
農
業
」、『
農
業
考
古
』、
一
九
八
九
年
第
二
期
。

福
建
省
博
物
館
、
一
九
七
六
「
閩
侯
曇
石
山
遺
址
第
六
次
発
掘
報
告
」、『
考
古
学
報
』、
一
九
七
六
年
第
一
期
。

福
建
省
博
物
館
・
崇
安
県
文
化
館
、
一
九
八
〇
「
福
建
崇
安
武
夷
山
白
岩
崖
洞
墓
清
理
簡
報
」、『
文
物
』、
一
九
八
〇
年
第
六
期
。

文
物
編
輯
委
員
会（
編
）、
一
九
九
〇
『
文
物
考
古
工
作
十
年  

一
九
七
九
〜
一
九
八
九
』、
文
物
出
版
社
。

李
紹
達
、
一
九
八
〇
「
関
干
磁
山
・
斐
李
崗
文
化
的
幾
箇
問
題 

―
― 

従
莪
溝
北
崗
遺
址
縁
起
」、『
文
物
』、
一
九
八
〇
年
第
五
期
。

李
友
謀
・
薜
文

、
一
九
九
二
『
斐
李
崗
文
化
』、
中
州
古
籍
出
版
社
。

遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
、
一
九
八
六
「
遼
寧
牛
河
梁
紅
山
文
化
〝
女
神
廟
〞
与
積
石
塚
群
発
掘
簡
報
」、『
文
物
』、
一
九
八
六
年
第
八
期
。
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一
九
五
三  
（
論
文
） 「
北
米
乾
燥
地
域
に
於
け
る
原
始
農
耕
生
活 

― 

特
に
ホ
ピ
族
の
場
合
」、『
人
文
地
理
』、
五
巻
一
号
、
二
五
〜
四
一
頁
。

一
九
五
四  

（
所
収
） 「
南
ア
メ
リ
カ
」、『
世
界
地
理
民
族
誌
』、
姫
岡　

務
・
藤
岡
謙
二
郎（
編
）、
朝
倉
書
店
、
二
四
六
〜
二
六
一
頁
。

一
九
五
七  

（
論
文
） 「
南
米
に
お
け
る
焼
畑
農
業
に
つ
い
て
の
二
、三
の
考
察
」、『
人
文
地
理
』、
九
巻
三
号
、
一
〜
二
三
頁
。

一
九
五
八  

（
所
収
） 「
林
業
村
に
お
け
る
社
会
生
活
の
変
容 

― 

高
見
村
杉
谷
部
落
の
場
合
」、『
河
谷
の
歴
史
地
理
』、
藤
岡
謙
二
郎（
編
）、
蘭

書
房
、
二
四
九
〜
二
六
〇
頁
。

一
九
五
九 

⒜ 

（
所
収
） 「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ（
ア
メ
リ
カ
の
集
落
）」、『
世
界
の
集
落（
集
落
地
理
講
座
４
）』、
木
内
信
蔵
・
藤
岡
謙
二
郎
・
矢
嶋
仁
吉

（
編
）、
朝
倉
書
店
、
三
五
三
〜
三
九
三
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
中
部
ア
ン
デ
ス
に
お
け
る
村
落
共
同
体
の
地
理
的
意
義
」、『
史
林
』、
四
二
巻
一
号
、
五
一
〜
七
八
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
北
但
馬
山
地
に
お
け
る
焼
畑
農
業
経
営
と
そ
の
変
容
過
程
」、『
地
理
学
評
論
』、
三
二
巻
一
〇
号
、
一
〜
一
三
頁
。

一
九
六
一  

（
論
文
） 「
焼
畑
に
お
け
る
イ
モ
栽
培
に
つ
い
て
の
覚
書
」、『
人
文
』、
第
七
集
、
四
〇
〜
七
七
頁
。

一
九
六
二 

⒜ 

（
所
収
） 「
西
ア
フ
リ
カ
」、『
ア
フ
リ
カ（
新
世
界
地
理
９
）』、
織
田
武
雄（
編
）、
朝
倉
書
店
、
一
九
〇
〜
二
二
八
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
南
九
州
山
村
の
焼
畑
農
業
経
営 
上 
― 
焼
畑
経
営
隔
絶
山
村
の
地
理
的
分
析
・
そ
の
１
」、『
立
命
館
文
学
』、
二
一
〇
号
、

二
四
〜
四
〇
頁
。

一
九
六
三 

⒜ 

（
所
収
） 「
熱
帯
農
業 

― 

焼
畑
と
水
田
」、『
産
業
地
理
学
の
諸
問
題（
上
）』、
山
口
平
四
郎（
編
）、
柳
原
書
店
、
二
七
〜
四
九
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
南
九
州
山
村
の
焼
畑
農
業
経
営 

下 

― 
焼
畑
経
営
隔
絶
山
村
の
地
理
的
分
析
・
そ
の
１
」、『
立
命
館
文
学
』、
二
一
一
号
、

四
一
〜
七
〇
頁
。

一
九
六
四 

⒜ 

（
所
収
） 「
村
落
社
会 

― 

村
落
を
構
成
す
る
社
会
集
団
と
そ
の
機
能
」、『
離
島
の
人
文
地
理
』、
藤
岡
謙
二
郎（
編
）、
大
明
堂
、

二
二
七
〜
二
五
〇
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
南
九
州
の
山
村
社
会
の
構
造
と
そ
の
変
化 

― 

焼
畑
経
営
隔
絶
山
村
の
地
理
的
分
析
・
そ
の
２
」、『
立
命
館
文
学
』、
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二
三
三
号
、
五
九
〜
八
九
頁
。

一
九
六
五 

⒜ 

（
所
収
） 「
近
郊
農
業
の
衰
退
」（
坂
本
英
夫
と
共
著
）、『
大
都
市
近
郊
の
変
貌
』、
京
都
大
学
地
理
学
教
室（
編
）、
柳
原
書
店
、
三
〜

四
九
頁
。

 
⒝ 
（
所
収
） 「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
民
族
地
理
的
研
究
の
発
達 

― 

文
化
領
域
理
論
の
発
達
を
中
心
に
」、『
民
族
地
理（
上
）』、
今
西
錦

司
・
姫
岡　

務
・
藤
岡
謙
二
郎
・
馬
淵
東
一（
編
）、
朝
倉
書
店
、
一
八
〜
三
〇
頁
。

 

⒞ 
（
論
文
） 「
焼
畑
農
業
の
研
究
と
そ
の
課
題
」、『
人
文
地
理
』、
一
七
巻
六
号
、
六
六
〜
九
二
頁
。

 

⒟ 

（
論
文
） 「
焼
畑
農
耕
民
の
村
落
の
形
態
と
構
造
」、『
人
文
学
報
』、
二
一
号
、
七
九
〜
一
二
八
頁
。

 

⒠ 

（
論
文
） 「
民
族
分
布
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
」、『
海
外
事
情
』、
一
二
巻
一
〇
号
、
六
二
〜
七
〇
頁
。

 

⒡ 

（
論
文
） 「
パ
ー
リ
ア
族
の
焼
畑
耕
地
と
そ
の
造
成
技
術 

― 

イ
ン
ド
半
島
北
部
の
焼
畑
農
耕
民
の
農
業
技
術
に
関
す
る
調
査
報
告
・

そ
の
１
」、『
民
族
学
研
究
』、
三
〇
巻
一
号
、
一
五
〜
三
七
頁
。

一
九
六
六 

⒜ 

（
所
収
） 「
焼
畑
農
業
の
研
究
と
そ
の
課
程 

― 

焼
畑
の
地
域
地
理
学
へ
の
一
試
論
」、『
文
化
人
類
学
』、
蒲
生
正
雄
・
大
林
太
良
・
村

武
精
一（
編
）、
角
川
書
店
、
一
六
三
〜
一
八
九
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
東
南
ア
ジ
ア
の
焼
畑
の
輪
栽
様
式
と
人
口
支
持
力 

― 

東
南
ア
ジ
ア
の
焼
畑
の
作
物
構
成
と
生
産
力
に
関
す
る
生
態
学

的
試
論
」、『
人
間 

― 
人
類
学
的
研
究（
今
西
錦
司
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
）』、
川
喜
田
二
郎
・
梅
棹
忠
夫
・
上
山
春
平

（
編
）、
中
央
公
論
社
、
三
九
一
〜
四
二
一
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
わ
が
国
に
お
け
る
焼
畑
の
地
域
的
分
布　

上
」、『
立
命
館
文
学
』、
二
五
三
号
、
一
〜
四
八
頁
。

 

⒟ 

（
論
文
） 「
パ
ー
リ
ア
族
の
焼
畑
作
物
と
そ
の
栽
培
技
術 

― 

イ
ン
ド
半
島
北
部
の
焼
畑
農
耕
民
の
農
業
技
術
に
関
す
る
調
査
報
告
・

そ
の
２
」、『
民
族
学
研
究
』、
三
一
巻
二
号
、
八
三
〜
一
〇
六
頁
。

 

⒠ 

（
論
文
） 「
わ
が
国
に
お
け
る
焼
畑
の
地
域
的
分
布　

下
」、『
立
命
館
文
学
』、
二
五
六
号
、
三
四
〜
七
六
頁
。

一
九
六
七  

（
論
文
） 「
パ
ー
リ
ア
族
の
精
霊（
ゴ
サ
イ
ン
）と
焼
畑
農
耕
儀
礼 
― 
イ
ン
ド
未
開
焼
畑
農
耕
民
の
カ
ミ
と
そ
の
供
犠
に
つ
い
て
の

調
査
報
告
」、『
立
命
館
文
学
』、
二
六
五
号
、
四
七
七
〜
五
三
四
頁
。

一
九
六
八 

⒜ 

（
単
著
） 『
イ
ン
ド
高
原
の
未
開
人 

― 

パ
ー
リ
ア
族
調
査
の
記
録
』、
古
今
書
院
、
二
四
〇
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
わ
が
国
の
焼
畑
作
物
と
そ
の
輪
作
形
態　

上
」、『
立
命
館
文
学
』、
二
七
四
号
、
一
二
〜
四
四
頁
。
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⒞ 

（
論
文
） 「
わ
が
国
の
焼
畑
作
物
と
そ
の
輪
作
形
態　

下
」、『
立
命
館
文
学
』、
二
七
五
号
、
四
一
〜
七
〇
頁
。

 

⒟ 

（
論
文
） 「
わ
が
国
の
焼
畑
経
営
方
式
の
地
域
的
類
型　

上
」、『
史
林
』、
五
一
巻
四
号
、
九
一
〜
一
三
八
頁
。

 

⒠ 

（
論
文
） 「
わ
が
国
の
焼
畑
経
営
方
式
の
特
色 

― 

と
く
に
そ
の
経
営
技
術
の
分
析
を
中
心
と
し
て
」、『
立
命
館
文
学
』、
二
七
八
号
、

一
〜
四
〇
頁
。

 
⒡ 
（
論
文
） 「
わ
が
国
の
焼
畑
経
営
方
式
の
地
域
的
類
型　

下
」、『
史
林
』、
五
一
巻
五
号
、
七
八
〜
一
二
九
頁
。

一
九
七
〇 

⒜ 
（
単
著
） 『
熱
帯
の
焼
畑 

― 

そ
の
文
化
地
理
学
的
比
較
研
究
』、
古
今
書
院
、
四
一
二
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
シ
コ
ク
ビ
エ
と
早
乙
女 

― 

田
植
の
起
源
に
つ
い
て
の
一
仮
説
」、『
季
刊
人
類
学
』、
一
巻
一
号
、
四
二
〜
七
三
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
バ
タ
ン
島
の
ヤ
ム
芋
栽
培
・
そ
の
技
術
と
儀
礼 

― 

立
命
館
大
学
バ
タ
ン
諸
島
学
術
調
査
報
告
の
中
か
ら
」、『
立
命
館
文

学
』、
三
〇
五
号
、
四
四
〜
七
〇
頁
。

 

⒟ 

（
論
文
） 「
中
部
ネ
パ
ー
ル
の
民
家
と
生
活
」、『
都
市
住
宅
』、
三
一
号
、
七
四
〜
七
七
頁
。

一
九
七
一 

⒜ 

（
単
著
） 『
稲
作
以
前（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
１
４
７
）』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
三
一
六
頁
。

 

⒝ 

（
編
著
） 『
バ
タ
ン
島
の
自
然
と
文
化 

― 

そ
の
調
査
の
記
録
』、
立
命
館
大
学
探
検
部
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
バ
タ
ン
諸
島
学
術
調
査
隊
、

立
命
館
大
学
探
検
部
、
二
四
五
頁
。

 

⒞ 

（
共
著
） 『
日
本
人
の
こ
こ
ろ 

― 
文
化
未
来
学
へ
の
試
み
』、
梅
棹
忠
夫
・
加
藤
秀
俊
・
小
松
左
京
・
米
山
俊
直（
共
著
）、
朝
日
新
聞

社
、
二
二
七
頁
。

 

⒟ 

（
所
収
） 「
日
本
の
基
層
文
化
」、『
日
本
総
論（
日
本
の
文
化
地
理
18
）』、
木
内
信
蔵（
編
）、
講
談
社
、
七
二
〜
八
七
頁
。

 

⒠ 

（
所
収
） 「
対
馬
の
焼
畑 

― 

わ
が
国
の
ム
ギ
作
型
焼
畑
の
特
色
と
そ
の
系
統
に
つ
い
て
の
覚
書
」、『
織
田
武
雄
先
生
退
官
記
念 

人

文
地
理
学
論
叢
』、
織
田
武
雄
先
生
退
官
記
念
事
業
会（
編
）、
柳
原
書
店
、
二
二
五
〜
二
三
八
頁
。

 

⒡ 

（
所
収
） 「
中
部
ネ
パ
ー
ル
の
民
家
と
生
活
」、『
住
ま
い
の
原
型
Ⅰ
』、
泉　

靖
一（
編
）、
鹿
島
出
版
会
、
二
七
七
〜
二
八
九
頁
。

 

⒢ 

（
論
文
） 「
バ
タ
ン
島
の
民
家
と
生
活 

― 

そ
の
歴
史
的
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
」、『
都
市
住
宅
』、
四
〇
号
、
七
一
〜
七
六
頁
。

一
九
七
二 

⒜ 

（
単
著
） 『
日
本
の
焼
畑 

― 

そ
の
地
域
的
比
較
研
究
』、
古
今
書
院
、
四
五
七
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
文
化
地
理
学
と
境
界
領
域
研
究 

― 

一
つ
の
素
描
的
考
察
」、『
地
理
』、
一
七
巻
一
号
、
六
三
〜
七
〇
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） Socio-Econom

ic Structure and the Custom
 of Stubble Grazing in Farm

 V
illage in Central  N

epal. In, R. L. 
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Singh (ed.), R
ural Settlem

ents in M
onsoon A

sia: P
roceedings of IG

U
 Sym

posia. V
aranasi and T

okyo, T
he 

N
ational Geographicl Society of India , pp.129-140.

 

⒟ 

（
論
文
） 「
文
化
と
し
て
の
食
物
と
食
事 

― 

人
間
に
と
っ
て
の
食
事
と
は
何
か
」、『
ア
ジ
ア
文
化
』、
九
巻
一
号
、
五
二
〜
六
〇
頁
。

 
⒠ 
（
論
文
） 「
日
本
人
に
よ
る
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
の
探
検
と
調
査
」（
松
原
正
毅
と
共
著
）、『
探
検
と
冒
険（
朝
日
講
座

２
）』、
朝
日
新
聞
社
、
二
三
六
〜
二
六
八
頁
。

一
九
七
三 

⒜ 
（
共
編
） 『
目
で
み
る
人
類
学
』、
京
都
大
学
人
類
学
研
究
会（
編
・
代
表
）、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
六
〇
＋
十
三
頁
。

 

⒝ 

（
共
編
） 『
南
島
の
古
代
文
化
』、
国
分
直
一（
共
編
）、
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
七
頁
。

 

⒞ 

（
共
著
） 「
バ
タ
ン
島
の
民
家
と
生
活 

― 

そ
の
歴
史
的
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
」、『
住
ま
い
の
原
型
Ⅱ
』、
吉
阪
隆
正
ほ
か（
共
著
）、
鹿

島
出
版
会
、
一
二
四
〜
一
四
一
頁
。

 

⒟ 

（
所
収
） 「
木
の
実
の
食
事
文
化
」、『
世
界
の
食
事
文
化
』、
石
毛
直
道（
編
）、
ド
メ
ス
出
版
、
六
〇
〜
八
一
頁
。

 

⒠ 

（
論
文
） 「
沖
縄
本
島
に
お
け
る
伝
統
的
焼
畑
農
耕
技
術 

― 

そ
の
特
色
原
型
の
探
求
」、『
人
類
科
学
』、
二
五
号
、
七
九
〜
一
〇
七

頁
。

 

⒡ 

（
論
文
） 「
モ
チ
と
イ
モ
と
照
葉
樹
林
文
化
と
」、『
総
合
講
座  

日
本
の
社
会
文
化
史
』、
月
報
１
、
講
談
社
、
三
〜
六
頁
。 

一
九
七
四 

⒜ 

（
共
著
） 『
学
研
の
図
鑑
・
日
本
の
地
理 
Ⅰ 

自
然
と
く
ら
し
』、
鈴
木
泰
二
・
浮
田
典
良（
共
著
）、
学
習
研
究
社
、
一
六
〇
頁
。

 

⒝ 

（
共
著
） 『
風
と
流
れ
と 

― 

暮
ら
し
の
中
世
と
現
代
』、
林
屋
辰
三
郎
ほ
か（
編
）、
朝
日
新
聞
社
、
三
一
〇
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
世
界
を
描
く 

― 

地
図
・
空
間
描
写
の
実
像
と
虚
像
〔
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
系
譜（
３
）〕」、『
グ
ラ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
）』、
九
三
号
、
二
二
〜
二
五
頁
。

一
九
七
五 

⒜ 

（
論
文
） 「
稲
作
以
前 

― 

日
本
農
耕
文
化
の
原
点
を
探
る
」、『
続
・
日
本
古
代
史
の
謎
』、
上
田
正
昭
ほ
か（
共
著
）、
朝
日
新
聞
社
、

七
〜
四
八
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
二
つ
の
バ
タ
ン
島
漂
流
記 

― 

鎖
国
下
に
お
け
る
通
航
の
記
録
と
そ
の
民
族
誌
的
意
義
」、『
地
域
と
交
通
』、
山
口
平
四

郎
先
生
定
年
記
念
事
業
会（
編
）、
大
明
堂
、
三
〇
五
〜
三
三
五
頁
。

一
九
七
六 

⒜ 

（
共
著
） 『
続
・
照
葉
樹
林
文
化 

― 

東
ア
ジ
ア
文
化
の
源
流
』、
上
山
春
平
・
中
尾
佐
助（
共
著
）、
中
央
公
論
社（
中
公
新
書

４
３
８
）、
二
三
八
頁
。
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⒝ 

（
共
著
） 『
古
代
史
へ
の
視
点（
朝
日
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）』、
上
田
正
昭
・
樋
口
隆
康
・
上
山
春
平
・
直
木
孝
次
郎（
共
著
）、
朝
日
新
聞
社
、

三
三
九
頁
。

 

⒞ 

（
編
著
） 『
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ（
民
族
探
検
の
旅
３
）』、
梅
棹
忠
夫（
監
修
）（
編
著
）、
学
習
研
究
社
、
一
五
五
頁
。

 
⒟ 
（
所
収
） 「
南
島
に
お
け
る
畑
作
農
耕
技
術
の
伝
統 

― 

そ
の
特
色
と
原
型
の
探
求
」、『
沖
縄 

― 

自
然
・
文
化
・
社
会
』、
九
学
会

連
合
沖
縄
調
査
委
員
会（
編
）、
弘
文
堂
、
二
五
〜
四
〇
頁
。

 

⒠ 
（
所
収
） 「
東
部
山
間
の
村
々
」（
森
島
充
子
と
共
著
）、『
近
世
の
歴
史
と
景
観（
宇
治
市
史
３
）』、
林
屋
辰
三
郎
・
藤
岡
謙
二
郎（
編
）、

宇
治
市
役
所
、
二
七
三
〜
三
九
三
頁
。

 

⒡ 

（
論
文
） 「
ル
カ
イ
族
の
焼
畑
農
業 

― 

そ
の
技
術
と
儀
礼
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
」（
深
野
康
久
と
共
著
）、『
国
立
民
族
学
博
物
館

研
究
報
告
』、
一
巻
一
号
、
三
三
〜
一
二
五
頁
。

一
九
七
八 

⒜ 

（
編
著
） 『
ベ
ル
リ
ン
世
界
民
族
博
物
館（
世
界
の
博
物
館
12
）』、
講
談
社
、
一
七
八
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
モ
ラ
ウ
ニ
の
慣
行
と
そ
の
背
景 

― 

中
部
ネ
パ
ー
ル
の
水
田
村
に
お
け
る
農
業
経
営
と
刈
跡
放
牧
慣
行
・
そ
の
事
例
研

究
」、『
探
検
・
地
理
・
民
族
誌（
今
西
錦
司
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
３
）』、
加
藤
泰
安
・
中
尾
佐
助
・
梅
棹
忠
夫（
編
）、
中
央

公
論
社
、
三
五
一
〜
四
〇
八
頁
。

 

⒞ 

（
所
収
） 「『
李
朝
実
録
』
所
載
の
漂
流
記
に
み
る
沖
縄
の
農
耕
技
術
と
食
事
文
化
」、『
歴
史
地
理
研
究
と
都
市
研
究（
上
）』、
藤
岡
謙

二
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会（
編
）、
大
明
堂
、
四
一
四
〜
四
二
三
頁
。

 

⒟ 

（
所
収
） 「
地
図
と
歴
史
と
環
境
認
識
の
変
遷
」、『
環
境
と
文
化 

― 

人
類
学
的
考
察
』、
石
毛
直
道（
編
）、
日
本
放
送
出
版
協
会
、

二
三
八
〜
二
七
六
頁
。

 

⒠ 

（
論
文
） 「
新
粟
の
チ
マ
キ
と
豊
猟
の
占
い 

― 
ル
カ
イ
族
・
パ
イ
ワ
ン
族
の
ア
ワ
祭
り
抄
」、『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』、

三
巻
二
号
、
一
一
九
〜
一
五
八
頁
。

一
九
七
九 

⒜ 

（
所
収
） 「
尾
口
村
の
第
一
次
産
業　

焼
畑
・
出
作
り
と
焼
畑
経
営
の
技
術
」、『
石
川
県
尾
口
村
史（
資
料
編
・
第
二
巻
）』、
尾
口
村
史

編
纂
専
門
委
員
会（
編
）、
一
五
三
〜
二
〇
一
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
北
部
、
ガ
レ
ラ
族
の
焼
畑
耕
地
と
そ
の
土
地
利
用
」、『
季
刊
人
類
学
』、
一
〇
巻
四
号
、
三
〜
四
四
頁
。

一
九
八
〇 

⒜ 

（
編
著
） 『
東
南
ア
ジ
ア  

カ
ラ
ー
百
科 

目
で
み
る
世
界
の
国
１
６
４
』、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
〇
頁
。
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⒝ 

（
所
収
） 「
ア
マ
ボ
シ
考 

― 

白
山
麓
の
ヒ
エ
穂
の
火
力
乾
燥
法
」、『
日
本
民
俗
風
土
論
』、
千
葉
徳
爾（
編
）、
弘
文
堂
、
三
五
五
〜

三
九
〇
頁
。

 

⒞ 

（
所
収
） 「
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
北
部
、
ガ
レ
ラ
族
の
焼
畑
作
物 

― 

作
物
構
成
の
特
色
と
そ
の
歴
史
的
性
格
」、『
日
本
民
族
文
化
と
そ
の

周
辺　

歴
史
・
民
族
編
』、
国
分
直
一
博
士
古
稀
記
念
論
集
編
纂
委
員
会（
編
）、
新
日
本
図
書
、
七
二
六
〜
七
五
六
頁
。

 
⒟ 
（
所
収
） A

griculture. In Ishige, N
.（ed.

）, T
he G

alela of H
alm
ahera: A

 P
relim

inary Survey

（Senri E
thnological 

Studies N
o. 7

）, pp. 141-180.

一
九
八
一 

⒜ 

（
共
著
） 『
新
・
日
本
語
考 

― 

ル
ー
ツ
と
周
辺
』、
大
野　

晋
・
森　

浩
一
・
江
上
波
夫
・
吉
田
敦
彦（
共
著
）、
朝
日
新
聞
社
、

二
一
八
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
茶
と
照
葉
樹
林
文
化 

― 

東
南
ア
ジ
ア
北
部
山
地
に
お
け
る
茶
の
原
初
的
利
用
形
態
の
探
求
」、『
茶
の
文
化 

― 

そ
の

総
合
的
研
究（
第
２
部
）』、
梅
棹
忠
夫（
監
修
）、
守
屋　

毅（
編
）、
淡
交
社
、
三
〜
三
二
頁
。

 

⒞ 

（
所
収
） 「
空
間
認
識
の
原
像 

― 

民
族
地
理
的
序
説
」、『
地
表
空
間
の
組
織
』、
立
命
館
大
学
地
理
学
同
攷
会（
編
）、
古
今
書
院
、

一
四
〜
二
二
頁
。

 

⒟ 

（
所
収
） 「
第
一
次
産
業
の
展
開
」（
宇
野
文
男
と
共
著
）、『
石
川
県
尾
口
村
史（
第
三
巻
・
通
史
編
）』、
尾
口
村
史
編
纂
専
門
委
員
会

（
編
）、
四
五
五
〜
四
七
九
頁
。

 

⒠ 

（
所
収
） 「
白
山
麓
の
出
作
り 

― 
そ
の
盛
衰
と
実
態
」、
同
前
、
六
二
七
〜
六
七
三
頁
。

 

⒡ 

（
所
収
） 「
手
取
川
ダ
ム
と
尾
口
村
」（
矢
ヶ
崎
孝
雄
と
共
著
）、
同
前
、
八
四
〇
〜
九
三
一
頁
。

 

⒢ 

（
論
文
） 「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
農
耕
形
態
の
展
開
」、『
熱
帯
農
業
』、
二
五
巻
三
号
、
一
二
九
〜
一
三
五
頁
。

 

⒣ 

（
論
文
） 「
マ
イ
ク
ロ
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
へ
の
期
待
」、『
季
刊
人
類
学
』、
一
二
巻
四
号
、
一
三
一
〜
一
三
四
頁
。

 

⒤ 

（
紀
行
） 「
雲
南
紀
行 

日
本
民
族
の
深
層
に
影
お
と
す
照
葉
樹
林
文
化
の
ふ
る
さ
と
を
行
く
」、『
週
刊
朝
日 

』、 

二
月
一
五
日
増
刊
、

朝
日
新
聞
社
、
二
二
〜
二
七
頁
。

一
九
八
二 

⒜ 

（
単
著
） 『
照
葉
樹
林
文
化
の
道 

― 

ブ
ー
タ
ン
・
雲
南
か
ら
日
本
へ（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
４
２
２
）』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、

三
三
五
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
民
族
学
と
考
古
地
理
学
」、『
総
論
と
研
究
法（
講
座
考
古
地
理
学
１
）』、
藤
岡
謙
二
郎（
編
）、
学
生
社
、
九
一
〜
一
〇
一
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頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
茶
の
文
化
史 

― 

食
べ
る
茶
か
ら
飲
む
茶
へ
」、『
郵
政
』、
三
四
巻
三
号
、
二
〇
〜
二
三
頁
。

 

⒟ 

（
論
文
） 「
照
葉
樹
林
帯
の
住
い
と
器 

― 

ハ
ン
ギ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
ル
と
漆
器
の
こ
と
な
ど
」、『
民
博
通
信
』、
一
六
号
、
三
九
〜

四
六
頁
。

 
⒠ 
（
論
文
） 「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
農
耕
形
態
の
展
開
」、『
熱
帯
農
業
』、
二
五
巻
五
号
、
一
二
九
〜
一
三
五
頁
。

一
九
八
三 

⒜ 
（
編
著
） 『
日
本
農
耕
文
化
の
源
流 

― 

日
本
文
化
の
原
像
を
求
め
て
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
五
〇
六
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
稲
作
以
前
の
生
業
と
生
活
」、『
稲
と
鉄 

― 

さ
ま
ざ
ま
な
王
権
の
基
盤（
日
本
民
俗
文
化
大
系
３
）』、
森　

浩
一
ほ
か

（
編
）、
小
学
館
、
五
七
〜
一
三
〇
頁
。

 

⒞ 

（
編
集
） 『
週
刊
朝
日
百
科　

世
界
の
食
べ
物
１
２
８  

果
物
と
ナ
ッ
ツ
の
文
化
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
〜
二
二
四
頁
。

 

⒟ 

（
所
収
） 「
青
木
文
教
師
と
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
将
来
資
料
」、『
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
青
木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
民
族
資
料
目
録（
国

立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
１
）』、
長
野
泰
彦（
編
）、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
一
七
三
〜
一
八
三
頁
。

 

⒠ 

（
論
文
） 「
バ
タ
ン
島
の
シ
イ
ラ
漁
業
と
そ
の
社
会
的
意
味
」、『
え
と
の
す
』、
二
一
号
、
本
文
一
三
八
〜
一
四
二
＋
写
真
一
二
二
〜

一
二
五
頁
。

一
九
八
四 

⒜ 

（
編
著
） 『
雲
南
の
照
葉
樹
の
も
と
で 
― 
国
立
民
族
学
博
物
館
中
国
西
南
部
少
数
民
族
文
化
学
術
調
査
団
報
告
』、
日
本
放
送
出
版

協
会
、
三
三
三
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
日
本
海
諸
地
域
の
基
層
文
化
」、『
古
代
の
日
本
海
諸
地
域 

― 

そ
の
文
化
と
交
流
』、
森　

浩
一（
編
）、
小
学
館
、
四
九

〜
六
六
頁
。

 

⒞ 

（
所
収
） 「
南
島
の
伝
統
的
稲
作
農
耕
技
術
」、『
南
島
の
稲
作
文
化 

― 

与
那
国
島
を
中
心
に
』、
渡
部
忠
世
・
生
田　

滋（
編
）、
法

政
大
学
出
版
局
、
二
九
〜
六
六
頁
。

 

⒟ 

（
所
収
） 「
世
界
の
伝
統
的
主
作
物
と
そ
の
利
用
」、『
栄
養
生
態
学 

― 

世
界
の
食
と
栄
養
』、
小
石
秀
夫
・
鈴
木
継
美（
編
）、
恒
和

出
版
、
二
五
〜
六
三
頁
。

一
九
八
五 

⒜ 

（
共
編
） 『
生
と
死
の
人
類
学
』、
石
川
栄
吉
・
岩
田
慶
治（
共
編
）、
講
談
社
、
三
七
一
頁
。

 

⒝ 

（
共
著
） 『
古
代
学
へ
の
招
待
Ⅰ
』、
岸　

俊
男
・
樋
口
隆
康（
共
著
）、
大
阪
書
籍
、
二
二
五
頁
。
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⒞ 

（
所
収
） 「
イ
ネ
と
日
本
人 

― 

稲
作
文
化
と
非
稲
作
文
化
の
間
」、『
登
呂
遺
跡
と
弥
生
文
化 

― 

い
ま
問
い
直
す
倭
人
の
社
会
』、

大
塚
初
義
・
森　

浩
一（
編
）、
小
学
館
、
三
五
〜
六
四
頁
。

 

⒟ 

（
論
文
） 「
日
本
文
化
の
東
・
西 

― 

日
本
文
化
起
源
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、『
立
命
館
文
学
』、
四
八
三
号
・
四
八
四
号
、
九
八
〜

一
二
八
頁
。

一
九
八
六 
⒜ 
（
単
著
） 『
縄
文
文
化
と
日
本
人 

― 

日
本
基
層
文
化
の
形
成
と
継
承
』、
小
学
館
、
二
六
七
頁
。

 

⒝ 
（
所
収
） 「
東
ア
ジ
ア
農
耕
文
化
の
類
型
と
展
開
」、『
日
本
人
の
起
源 

― 

周
辺
民
族
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
』、
埴
原
和
郎（
編
）、

集
英
社
、
八
五
〜
一
〇
五
頁
。

 

⒞ 

（
所
収
） 「
倭
人
と
南
か
ら
き
た
文
化 

― 

焼
畑
農
耕
文
化
と
水
田
農
耕
文
化
」、『
日
本
人
誕
生（
日
本
古
代
史
１
）』、
埴
原
和
郎

（
編
）、
集
英
社
、
八
九
〜
一
二
六
頁
。

一
九
八
七 

⒜ 

（
共
編
） 『
週
刊
朝
日
百
科  

日
本
の
歴
史
39  

稲
と
金
属
器
』、
佐
原　

眞（
共
編
）、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
頁
。

 

⒝ 

（
共
編
） 『
文
化
人
類
学
事
典
』、
石
川
栄
吉
・
梅
棹
忠
夫
・
大
林
太
良
・
蒲
生
正
男
・
祖
父
江
孝
男（
共
編
）、
弘
文
堂
、
九
三
五
頁
。

 

⒞ 

（
所
収
） 「
稲
作
文
化
の
伝
来
と
展
開 

― 

照
葉
樹
林
文
化
と
日
本
の
稲
作
」、『
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
稲
作
文
化 

― 

受
容
と
成
熟

（
稲
の
ア
ジ
ア
史
３
）』、
渡
部
忠
世（
編
）、
小
学
館
、
三
九
〜
九
六
頁
。

一
九
八
八 

⒜ 

（
共
著
） 『
畑
作
文
化
の
誕
生 

― 
縄
文
農
耕
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』、
松
山
利
夫（
共
著
）、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
三
八
六
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
東
南
ア
ジ
ア
の
焼
畑
に
お
け
る
陸
稲
化
現
象 

― 

そ
の
実
態
と
類
型
」、『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』、
一
二
巻
三

号
、
五
五
六
〜
六
一
二
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
稲
作
文
化
の
伝
来
と
展
開
」、『
季
刊
自
然
と
文
化
』、
二
〇
号
、
一
〇
〜
一
九
頁
。

 

⒟ 

（
論
文
） 「
山
民
の
生
業
と
生
活
・
そ
の
生
態
学
的
素
描 
― 
白
山
麓
と
秋
山
郷（
共
同
研
究
「
畑
作
農
民
の
民
俗
誌
的
研
究
」）」、『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』、
一
八
集
、
三
〜
三
三
頁
。

一
九
八
九 

⒜ 

（
単
著
） 『
東
・
南
ア
ジ
ア
農
耕
論 

― 

焼
畑
と
稲
作
』、
弘
文
堂
、
五
一
七
頁
。

 

⒝ 

（
共
編
） 『
文
化
地
理
学
』、
大
島
襄
二
・
浮
田
典
良（
共
編
）、
古
今
書
院
、
四
〇
三
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
は
る
か
な
り
、
ラ
イ
ス
ロ
ー
ド
」、『
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
』、
三
号
、
五
二
〜
五
九
頁
。

一
九
九
〇 

⒜ 

（
共
著
） 『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム  

弥
生
文
化
と
日
本
語
』、
大
野　

晋
・
小
沢
重
雄
・
大
林
太
良
・
佐
原　

眞（
共
著
）、
角
川
書
店
、
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二
〇
六
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
国
立
民
族
学
博
物
館
の
創
設
と
経
営 

― 

そ
の
思
想
と
実
践
」、『
民
族
学
と
博
物
館（
梅
棹
忠
夫
著
作
集 

第
15
巻
）』、
中

央
公
論
社
、
五
九
五
〜
六
一
四
頁
。

 
⒞ 
（
共
著
） 「
稲
作
文
化
の
起
源
と
展
開
」、『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

弥
生
文
化
と
日
本
語
』、
佐
原　

真
・
大
林
太
良
・
大
野　

晋
・
小
沢
重

男
、
角
川
書
店
、
六
八
〜
八
七
頁
。

 

⒟ 
（
所
収
） 「
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
生
業
形
態
と
物
質
文
化
の
分
布 

― 「
生
態
環
境
と
文
化
複
合
」
と
い
う
課
題
に
沿
っ

て
」、『
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
諸
民
族
文
化
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
分
析（『
国
立
民
族
学
博
物
館
研

究
報
告
』
別
冊
11
）』、
大
林
太
良
・
杉
田
繁
治
・
秋
道
智
彌（
編
）、
二
三
七
〜
二
七
一
頁
。

 

⒠ 

（
所
収
） 「
中
国
西
南
少
数
民
族
文
化
与
日
本
的
基
層
文
化
」、『
西
南
中
国
諸
民
族
文
化
の
研
究 

― 

日
中
合
同
研
究
集
会
報
告
』、

中
国
西
南
民
族
研
究
学
会
・
国
立
民
族
学
博
物
館（
編
）、
一
〜
八
頁
。

一
九
九
一 

⒜ 

（
共
編
） 『
日
本
文
化
の
源
流 

― 

北
か
ら
の
道
・
南
か
ら
の
道
』、
大
林
太
良（
共
編
）、
小
学
館
、
四
五
一
頁
。

 

⒝ 

（
単
著
） 『
日
本
史
誕
生（
日
本
の
歴
史
１
）』、
集
英
社
、
三
三
六
頁
。

 

⒞ 

（
所
収
） 「
稲
作
文
化
の
成
立
と
展
開 

― 

弥
生
文
化
の
ア
ジ
ア
で
の
位
置
づ
け
」、『
弥
生
文
化 

― 

日
本
の
源
流
を
さ
ぐ
る
』、
大

阪
府
弥
生
文
化
博
物
館（
編
）、
平
凡
社
、
七
三
〜
八
一
頁
。

 

⒟ 

（
所
収
） 「
從
稲
作
看
苗
瑤
文
化
」、『
西
南
民
族
研
究
』、
中
国
西
南
民
族
研
究
学
会（
編
）、
貴
州
民
族
出
版
社
、
三
二
六
〜
三
二
九

頁
。

 

⒠ 

（
論
文
） T
he W

a People and their Culture in A
ncient Japan: T

he Cultures of Sw
idden Cultivation and Padi-Rice 

Cultivation. A
cta A

siatica, Bulletin of the Institute of E
astern Culture 61:  24-46.

 

⒡ 

（
論
文
） 「
民
具
の
比
較
民
族
学 

― 

東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
を
中
心
に
」、『
歴
史
と
民
俗
』、
八
号
、
七
〜
三
一
頁
。

一
九
九
二 

⒜ 

（
共
著
） 『
照
葉
樹
林
文
化
と
日
本
』、
中
尾
佐
助（
共
著
）、
く
も
ん
出
版
、
二
四
一
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
ナ
ラ
林
文
化
の
展
開 

― 

北
か
ら
の
文
化
の
道
」、『
謎
の
王
国
・
渤
海
』、
中
西　

進
・
安
田
喜
憲（
編
）、
角
川
書
店
、

三
二
〜
六
一
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
黒
潮
の
道 

― 

南
島
の
島
々
を
北
上
し
た
文
化
」、『
季
刊
大
林
』、
三
五
号
、
三
四
〜
四
一
頁
。
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⒟ 

（
論
文
） 「
農
耕
文
化
の
異
な
る
論
理 

― 

二
つ
の
事
例
か
ら
」、『
農
耕
の
技
術
と
文
化
』、
一
五
号
、
二
五
〜
四
一
頁
。

一
九
九
三 

⒜ 

（
編
著
） 『
民
族
学
の
先
駆
者 

― 

鳥
居
龍
蔵
の
見
た
ア
ジ
ア
』、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
一
一
六
頁
。

 

⒝ 

（
編
著
） 『
農
耕
の
技
術
と
文
化
』、
集
英
社
、
六
九
三
頁
。

 
⒞ 
（
単
著
） 『
日
本
文
化
の
基
層
を
探
る 

― 

ナ
ラ
林
文
化
と
照
葉
樹
林
文
化（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
６
６
７
）』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、

二
五
三
頁
。

 

⒟ 
（
共
編
） 『
日
本
文
化
の
起
源 

― 

民
族
学
と
遺
伝
学
の
対
話
』、
森
島
啓
子（
共
編
）、
講
談
社
、
三
〇
五
頁
。

 

⒠ 

（
所
収
） 「
民
族
学
と
考
古
学
か
ら
み
た
日
本
人
」、『
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
地
球
を
動
く
』、
第
６
回
「
大
学
と
科
学
」
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

組
織
委
員
会（
編
）、
九
二
〜
一
〇
四
頁
。

 

⒡ 

（
所
収
） 「
ナ
ラ
林
文
化
考 

― 

東
北
ア
ジ
ア
の
基
層
文
化
の
文
化
生
態
学
」、『
日
本
人
と
日
本
文
化
の
形
成
』、
埴
原
和
郎（
編
）、

朝
倉
書
店
、
二
〇
七
〜
二
三
〇
頁
。

 

⒢ 

（
所
収
） 「
畑
作
文
化
と
稲
作
文
化
」、『
日
本
列
島
と
人
類
社
会（
岩
波
講
座
日
本
通
史
１
）』、
網
野
善
彦
・
朝
尾
直
弘（
編
）、
岩
波
書

店
、
二
二
三
〜
二
六
三
頁
。

一
九
九
四 

⒜ 

（
共
編
） 『
縮
刷
版　

文
化
人
類
学
事
典
』、
石
川
栄
吉
・
梅
棹
忠
夫
・
大
林
太
良
・
蒲
生
正
男
・
祖
父
江
孝
男（
共
編
）、
弘
文
堂
、

九
三
五
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
北
か
ら
の
文
化 

― 
ナ
ラ
林
文
化
と
そ
の
特
色
」、『
風
土
が
証
す
も
の（
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
探
る 

― 

歴
史
探
求
講
座

３
）』、
大
林
太
良（
監
修
）、
日
本
通
信
教
育
連
盟
生
涯
学
習
局
、
三
〜
一
三
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
照
葉
樹
林
帯
の
食
事
文
化
」、『
調
理
科
学
』、
二
七
巻
三
号
、
三
五
〜
四
一
頁
。

 

⒟ 

（
論
文
） 「
根
栽
農
耕
文
化
と
雑
穀
農
耕
文
化
の
発
見 
― 
中
尾
佐
助
博
士
の
農
耕
文
化
の
大
類
型
区
分
を
め
ぐ
っ
て
」、『
農
耕
の
技

術
と
文
化
』、
一
七
号
、
一
〇
四
〜
一
三
三
頁
。

一
九
九
五 

⒜ 

（
所
収
） 「
農
耕
文
化
の
異
な
る
論
理 

― 

熱
帯
林
の
破
壊
と
コ
メ
問
題
」、『
農
耕
空
間
の
多
様
性
と
選
択 

― 

農
耕
の
世
界
、
そ

の
技
術
と
文
化
Ⅰ
』、
渡
部
忠
世（
監
修
）、
大
明
堂
、
一
一
〜
二
八
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
多
文
明
の
時
代
の
ア
ジ
ア 

― 

西
欧
と
非
西
欧
の
対
立
の
中
か
ら
」、『
季
刊
あ
う
ろ
ー
ら
』、
創
刊
号
、
一
二
一
〜

一
四
九
頁
。
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一
九
九
六 

⒜ 

（
所
収
） 「
国
立
民
族
学
博
物
館
の
特
色
と
活
動
」、『
日
本
民
族
学
の
現
在 

― 

１
９
８
０
年
代
か
ら
９
０
年
代
へ
』、
ヨ
ー
ゼ
フ
・

ク
ラ
イ
ナ
ー（
編
）、
新
曜
社
、
一
六
〜
二
六
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
二
つ
の
ナ
ラ
林
帯 

― 

そ
の
文
化
史
的
意
義
を
考
え
る
」、『
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
バ
の
人
類
学（
国
分

直
一
博
士
米
寿
記
念
論
文
集
）』、
劉
茂
源（
編
）、
慶
友
社
、
三
一
七
〜
三
三
〇
頁
。

 
⒞ 
（
所
収
） 「
苗
族
の
稲
作
と
モ
チ
と
ナ
レ
ズ
シ 

― 

台
江
県
梅
影
村
に
お
け
る
調
査
を
中
心
に
」、『
中
国
貴
州
省
苗
族
の
民
俗
文

化 

― 

日
本
と
中
国
と
の
農
耕
文
化
の
比
較
研
究
』、
福
田
ア
ジ
オ（
編
）、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告

書
、
三
三
〜
五
一
頁
。

一
九
九
七 

⒜ 

（
単
著
） 『
日
本
文
化
の
多
重
構
造 

― 

ア
ジ
ア
的
視
野
か
ら
日
本
文
化
を
再
考
す
る
』、
小
学
館
、
三
三
四
頁
。

 

⒝ 

（
共
著
） 「
ア
イ
ヌ
文
化
を
考
え
る
視
点 

― 

歴
史
的
展
望
に
た
っ
て
」、『
ア
イ
ヌ
語
が
国
会
に
響
く（
菅
野
茂
・
ア
イ
ヌ
文
化
講

座
）』、
菅
野　

茂
ほ
か（
共
著
）、
草
風
館
、
二
〇
〜
三
五
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
焼
畑
の
恵
み
と
そ
の
限
界 

― 

森
林
で
営
ま
れ
る
農
耕
の
実
態
」、『
森
林
文
化
研
究
』、
一
八
巻
、
一
九
〜
三
六
頁
。

一
九
九
八 

⒜ 

（
単
著
） 『
地
域
と
農
耕
と
文
化 

― 

そ
の
空
間
像
の
探
求
』、
大
明
堂
、
三
四
八
頁
。

 

⒝ 

（
翻
訳
） 『
照
叶
树
林
文
化
之
路 
― 
自
不
丹
・
云
南
至
日
本
』、
云
南
大
学
出
版
社
、
一
八
五
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
雲
南
省
剣
川
県
海
門
口
遺
跡
出
土
の
炭
化
穀
粒
を
め
ぐ
っ
て 

― 

そ
れ
は
ヒ
エ
で
は
な
く
、
ア
ワ
で
あ
っ
た
」（
松
谷
暁

子
・
李
昆
声
・
阪
本
寧
男
と
共
著
）、『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』、
二
二
巻
四
号
、
八
〇
三
〜
八
二
七
頁
。

 

⒟ 

（
論
文
） 「
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と
文
化 
― 
そ
の
特
色
と
文
化
振
興
へ
の
道
」、『
月
刊
文
化
財
』、
四
一
五
号
、
四
〜
一
〇
頁
。

 

⒠ 

（
訳
著
） 『
照
葉
樹
林
文
化
之
路 

―  

自
不
丹
・
雲
南
至
日
本
』、
雲
南
大
学
出
版
社
、
一
八
五
頁
。 

一
九
九
九 

⒜ 

（
単
著
） 『
照
葉
樹
林
帯
の
食
文
化 

― 

日
本
文
化
の
ル
ー
ツ
を
探
る（
作
陽
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
10
）』、
れ
ん
が
書
房
新
社
、
六
三
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
照
葉
樹
林
文
化
と
日
本
の
緑
茶
文
化
」、『
緑
茶
文
化
と
日
本
人
』、
熊
倉
功
夫
・
杉
山
公
男
・
棒
村
純
一（
編
）、
ぎ
ょ
う
せ

い
、
一
四
〜
二
二
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
多
文
化
・
多
文
明
の
世
紀
・
日
本
文
化
の
可
能
性
を
考
え
る
」、『
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
政
策
研
究 

― 

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
設
立
25
周
年
記
念

特
集
』、
一
二
巻
三
号
、
五
〜
八
頁
。

 

⒟ 

（
論
文
） 「
ア
イ
ヌ
新
法
の
誕
生
と
そ
の
意
義
を
考
え
る
」、『
学
士
会
会
報
』、
八
二
三
号
、
六
五
〜
七
一
頁
。
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二
〇
〇
〇 

⒜ 

（
単
著
） 『
多
文
化
の
時
代
を
生
き
る 

― 

日
本
文
化
の
可
能
性
』、
小
学
館
、
二
三
八
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
日
本
の
稲
作
農
耕
の
は
じ
ま
り
」、『
公
庫
月
報（
農
林
漁
業
金
融
公
庫
）』。

 

⒞ 

（
所
収
） 「
雲
南
・
シ
ッ
プ
ソ
ー
ン
パ
ン
ナ
を
行
く 

― 

鶏
の
ふ
る
さ
と
で
」、『
鶏
と
人 

― 

民
族
生
物
学
の
視
点
か
ら
』、
秋
篠
宮

文
仁（
編
）、
小
学
館
、
二
五
三
頁
。

二
〇
〇
一 
⒜ 
（
単
著
） 『
縄
文
文
化
と
日
本
人 

― 

日
本
基
層
文
化
の
形
成
と
継
承（
講
談
社
学
術
文
庫
１
４
９
１
）』、
講
談
社
、
三
二
五
頁
。

 

⒟ 
（
所
収
） 「
根
栽
農
耕
文
化
と
雑
穀
農
耕
文
化
の
発
見 

― 

照
葉
樹
林
文
化
論
を
生
み
出
し
た
「
農
耕
起
源
論
」
の
枠
組
み
」、『
照
葉

樹
林
文
化
論
の
現
代
的
展
開
』、
金
子　

務
・
山
口
裕
文（
編
）、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
四
三
七
〜
四
六
九
頁
。

二
〇
〇
二 

⒜ 

（
論
文
） Studies of V

egeculture in Japan: T
heir O

rigin and D
evelopm

ent. In, S. Y
oshida, and P. J. M

atthew
s (eds.), 

V
egeculture in E

astern A
sia and O

ceania

（JC
A
S Sym

posium
 Series, N

ational M
useum

 of E
thnology 16

）.  
pp. 1-15.

 

⒝ 

（
所
収
） 「
ヒ
エ
の
加
熱
処
理
法
と
そ
の
用
具
」、『
も
の
・
モ
ノ
・
物
の
世
界 

― 

新
た
な
日
本
文
化
論
』、
印
南
敏
秀
・
神
野
善
治
・

佐
野
賢
治
・
中
村
ひ
ろ
子（
編
）、
雄
山
閣
、
二
九
四
〜
三
一
七
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
多
文
化
時
代
の
到
来
と
日
本
文
化
の
役
割
」、『
日
本
食
品
工
業
倶
楽
部
『
フ
ー
ド
ロ
ビ
ー
30
周
年
記
念
号
』』、
四
二
〜

四
六
頁
。

二
〇
〇
三 

⒜ 

（
単
著
） 『
南
か
ら
の
日
本
文
化（
上
） 
― 
新
・
海
上
の
道（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
９
８
０
）』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
八
二
頁
。

 

⒝ 

（
単
著
） 『
南
か
ら
の
日
本
文
化（
下
） 

― 
南
島
農
耕
の
探
求（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
９
８
１
）』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
三
一
一
頁
。

 

⒞ 

（
共
編
） 「
稲
作
の
は
じ
ま
り
」、『
週
刊
朝
日
百
科  
日
本
の
歴
史
37  

稲
と
金
属
器（
新
訂
増
補
）』、
佐
原　

真（
共
編
）、
朝
日
新
聞

社
、
一
九
六
〜
二
〇
二
頁
。

 

⒟ 

（
所
収
） 「
根
栽
農
耕
文
化
論
の
成
立
と
展
開 

― 
オ
セ
ア
ニ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
文
化
史
復
元
に
関
す
る
若
干
の
問
題
」、『
イ
モ
と

ヒ
ト 

― 

人
類
の
生
存
を
支
え
た
根
栽
農
耕
』、
吉
田
集
而
・
堀
田
満
・
印
東
道
子（
編
）、
平
凡
社
、
二
六
九
〜
二
八
八
頁
。

二
〇
〇
五 

⒜ 

（
論
文
） 「「
稲
作
以
前
」
再
考 

― 

稲
作
文
化
と
非
稲
作
文
化
の
追
及
」、『
季
刊
東
北
学
』、
二
号
、
三
九
〜
五
二
頁
。

 

⒝ 

（
論
文
） 「
地
域
の
時
代
と
伝
統
文
化 

― 

伝
統
文
化
の
再
生
と
そ
の
意
義
を
問
う
」、『
地
域
政
策
研
究
』、
三
〇
号
、
七
〜
一
〇
頁
。

 

⒞ 

（
論
文
） 「
焼
畑
農
耕
民
の
山
の
神 

― 

山
の
神
信
仰
と
そ
の
展
開
」、『
社
叢
学
研
究
』、
三
号
、
二
〜
二
〇
頁
。
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二
〇
〇
六 

⒜ 

（
単
著
） 『
山
の
神
と
日
本
人 

― 

山
の
神
信
仰
か
ら
探
る
日
本
の
基
層
文
化
』、
洋
泉
社
、
二
五
一
頁
。

  

⒝ 

（
所
収
） 「「
照
葉
樹
林
文
化
論
」 

― 

中
尾
佐
助
の
未
完
の
大
仮
説
」、『
照
葉
樹
林
文
化
論（
中
尾
佐
助
著
作
集 

第
６
巻
）』、
金
子　

務
ほ
か（
編
）、
北
海
道
大
学
出
版
会
、
七
六
三
〜
七
九
一
頁
。

 
⒞ 
（
所
収
） 「
新
説
・
山
の
神
考
」、『
山
岳
信
仰
と
日
本
人
』、
安
田
喜
憲（
編
）、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
三
二
七
〜
三
五
七
頁
。

二
〇
〇
七  
（
単
著
） 『
照
葉
樹
林
文
化
と
は
何
か 

― 

東
ア
ジ
ア
の
森
が
生
み
出
し
た
文
明（
中
公
新
書
１
９
２
１
）』、
中
央
公
論
社
、
三
二
二
頁
。

二
〇
〇
八  
（
論
文
） T

he O
rigins of Japanese Ethnic Culture: Looking Back and Forw

ard. In H
. D
. Ö
lschleger

（ed.

）, T
heories 

and M
ethods in Japanese Studies: Current State and Future D

evelopm
ents: Papers in H

onor of Josef K
reiner. 

V
&
R unipress.

二
〇
〇
九 

⒜ 

（
単
著
） 『
日
本
文
化
の
多
様
性 

― 

稲
作
以
前
を
再
考
す
る
』、
小
学
館
、
二
五
五
頁
。

 

⒝ 

（
単
著
） La estructura m

ultiple de la Cultura Japonesa: R
epensado la cultura japonesa desde una perspectiva asiatica. 

El Collegio de M
exico T

raducion: V
irginia M

eza.
 

⒞ 

（
論
文
） 「
戦
後
の
日
本
民
族
文
化
起
源
論 

― 

そ
の
回
顧
と
展
望
」、『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』、
三
四
巻
二
号
、
二
一
一

〜
二
二
八
頁
。

二
〇
一
一 

⒜ 

（
単
著
） 『
改
訂
新
版  

稲
作
以
前 
― 
教
科
書
が
ふ
れ
な
か
っ
た
日
本
農
耕
文
化
の
起
源（
歴
史
新
書
24
）』、
洋
泉
社
、
三
八
〇
頁
。

 

⒝ 

（
所
収
） 「
民
博
を
つ
く
る 

― 
そ
の
思
想
と
実
践
」、『
梅
棹
忠
夫 

― 

知
的
先
覚
者
の
軌
跡
』、
特
別
展
「
ウ
メ
サ
オ
タ
ダ
オ
展
」

実
行
委
員
会（
編
）、
千
里
文
化
財
団
、
八
四
〜
九
三
頁
。

二
〇
一
二  

（
所
収
） 「『
後
狩
詞
記
』
の
背
景
を
め
ぐ
る
比
較
民
族
学 

― 

モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
の
焼
畑
農
耕
民
社
会
に
お
け
る
狩
猟
」、『
日

本
民
族
の
源
流
を
探
る 

― 

柳
田
國
男
『
後
狩
詞
記
』
再
考
』、
ク
ラ
イ
ナ
ー
・
ヨ
ー
ゼ
フ（
編
）、
三
弥
井
書
店
、
八
六
〜

一
〇
九
頁
。
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初
出
一
覧

＊
本
書
各
章
は
以
下
に
掲
げ
る
論
文
を
元
に
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
各
章
に
解
説
・
補
説
・
補
論
を
加
え
、　

内
容
に
も
加
筆
・
改
変
を
加
え
た
。

第
一
章  『
稲
作
以
前
』
か
ら
の
出
発 

―
― 

研
究
の
原
点
を
ふ
り
返
る

〔
書
き
下
ろ
し
〕

第
二
章　

戦
後
の
日
本
民
族
文
化
起
源
論 

―
― 

そ
の
回
顧
と
展
望

〔『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』、
三
四
巻
二
号
、
二
一
一
〜
二
二
八
頁
、
二
〇
〇
九
〕

第
三
章　

日
本
農
耕
文
化
の
源
流
を
さ
ぐ
る

第
一
節
〔『
日
本
農
耕
文
化
の
源
流 
―
― 
日
本
文
化
の
原
像
を
求
め
て
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〜
一
五
頁
、
一
九
八
三
〕 

第
二
節
〔『
畑
作
文
化
の
誕
生 

―
― 
縄
文
農
耕
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』、
松
山
利
夫（
共
編
）、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
〜
二
二
頁
、

一
九
八
八
〕

第
四
章　

東
ア
ジ
ア
の
基
層
文
化
と
日
本

〔『
日
本
文
化
の
源
流 

―
―
北
か
ら
の
道
・
南
か
ら
の
道
』、
大
林
太
良（
共
編
）、
小
学
館
、
一
一
〜
八
一
頁
、
一
九
九
一
〕

第
五
章　

畑
作
文
化
と
稲
作
文
化 

―
― 

日
本
農
耕
文
化
の
基
層
を
作
る
も
の

〔『
日
本
列
島
と
人
類
社
会（
岩
波
講
座
日
本
通
史 

第
１
巻
）』、
岩
波
書
店
、
二
二
三
〜
二
六
三
頁
、
一
九
九
三
〕

第
六
章　

稲
作
の
始
ま
り

〔『
週
刊
朝
日
百
科
37 

新
訂
増
補 

日
本
の
歴
史
・
原
始
・
古
代
７
・
稲
と
金
属
器
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
〜
二
〇
二
頁
、
二
〇
〇
三
〕

第
七
章　

照
葉
樹
林
帯
に
そ
の
文
化
の
特
色
を
探
る

第
一
節
・
第
二
節
〔『
照
葉
樹
林
帯
の
食
文
化（
作
陽
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
10
）』、
作
陽
学
園
出
版
部
、
一
九
九
九
〕
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第
三
節
〔『
週
刊
朝
日 

』、
一
九
八
一
年 

二
月
一
五
日
増
刊
、
朝
日
新
聞
社
、
二
二
〜
二
七
頁
、
一
九
八
一
〕

第
八
章　

初
期
の
照
葉
樹
林
文
化
論 

―
―
一
九
七
〇
年
代
の
論
説

第
一
節
・
第
二
節
〔「
照
葉
樹
林
文
化
と
稲
作
の
系
譜
」『
古
代
史
へ
の
視
点（
朝
日
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）』、
上
田
正
昭
ほ
か（
共
著
）、
朝
日
新
聞

社
、
六
八
〜
一
三
三
頁
、
一
九
七
六
〕

第
三
節
〔「
モ
チ
文
化
の
発
見
」『
総
合
講
座  

日
本
の
社
会
文
化
史
』、
月
報
１
、
講
談
社
、
三
〜
六
頁
、
一
九
七
三
〕

第
九
章　

ナ
ラ
林
文
化
を
め
ぐ
っ
て

第
一
節
〔『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』、
八
巻
九
号
、
一
五
〜
一
七
頁
、
一
九
八
四
〕

第
二
節
〔『
日
本
人
と
日
本
文
化
の
形
成
』、
埴
原
和
郎（
編
）、
朝
倉
書
店
、
二
〇
七
〜
二
三
〇
頁
、
一
九
九
三
〕

第
三
節
〔『
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
バ
の
人
類
学（
国
分
直
一
博
士
米
寿
記
念
論
文
集
）』、
慶
友
社
、
三
一
七
〜
三
三
〇
頁
、
一
九
九
六
〕

第
十
章　

根
菜
農
耕
文
化
論
の
成
立
と
展
開 

―
― 

オ
セ
ア
ニ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
の
文
化
史
復
元
へ
の
寄
与

〔『
イ
モ
と
ヒ
ト 

―
― 

人
類
の
生
存
と
支
え
た
根
栽
農
耕
』、
吉
田
集
而
ほ
か（
編
）、
平
凡
社
、
二
六
九
〜
二
八
八
頁
、
二
〇
〇
三
〕

第
十
一
章　

モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の
焼
畑
農
耕
民
社
会
に
お
け
る
狩
猟 

―
― 『
後
狩
詞
記
』
の
背
景
を
め
ぐ
る
比
較
民
族
学

〔『
日
本
民
族
の
源
流
を
探
る
』、
ク
ラ
イ
ナ
ー
・
ヨ
ー
ゼ
フ（
編
）、
三
弥
井
書
店
、
八
六
〜
一
〇
九
頁
、
二
〇
一
二
〕

第
十
二
章　

ヒ
エ
栽
培
に
つ
い
て
の
二
つ
の
覚
書

第
一
節
〔『
石
川
県
尾
口
村
史（
第
二
巻
・
資
料
編
）』、
尾
口
村
、
一
五
三
〜
二
〇
一
頁
、
一
九
七
九
〕

第
二
節
〔『
も
の
・
モ
ノ
・
物
の
世
界
』、
印
南
敏
秀
ほ
か（
編
）、
雄
山
閣
、
二
九
四
〜
三
一
七
頁
、
二
〇
〇
二
〕

第
十
三
章　

山
民
の
生
業
と
生
活
・
そ
の
生
態
学
的
素
描 
―
― 
白
山
麓
と
秋
山
郷

〔『
地
域
と
農
耕
と
文
化 

―
― 

そ
の
空
間
像
の
探
究
』、
大
明
堂
、
二
七
一
〜
三
一
〇
頁
、
一
九
九
八
〕



575　 あとがき

あ
と
が
き

本
書
は
佐
々
木
高
明
先
生
ご
自
身
に
よ
り
、
多
く
の
著
著
・
論
文
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
一
三
編
か
ら
な
る
論
文
集
で
あ
る
。
学
術

論
文
か
ら
啓
蒙
的
な
随
筆
ま
で
幅
広
く
多
く
の
著
作
を
残
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
昔
前
な
ら
ば
著
作
集
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
現
在
で
は
そ
れ
が
難
し
く
な
り
、
各
論
文
に
ご
本
人
に
よ
る
解
説
を
つ
け
て
一
冊
に
納
め
る
形
に
な
っ
た
。
国
立
民
族
学
博
物

館
の
館
長
を
退
か
れ
た
後
も
、
幾
つ
か
の
組
織
の
世
話
を
さ
れ
て
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
仕
事
か
ら
次
第

に
解
放
さ
れ
て
い
か
れ
た
な
か
で
、
ぜ
ひ
と
も
残
し
た
い
論
文
に
し
ぼ
っ
て
本
書
の
構
成
を
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
内
容
的
に
は
重
複
が
み
ら
れ
る
。

先
生
の
研
究
は
外
国
文
献
サ
ー
ベ
イ
と
国
内
の
焼
畑
研
究
か
ら
始
ま
り
、
海
外
調
査
が
困
難
な
一
九
六
〇
年
代
初
め
に
、
川
喜
田

二
郎
氏（
当
時
東
京
工
業
大
学
）の
ネ
パ
ー
ル
・
イ
ン
ド
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
お
声
が
か
か
り
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
。
私
の

大
学
院
の
時
に
人
文
地
理
学
会
例
会
で
沢
山
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
パ
ー
リ
ア
族
の
調
査
報
告
が
行
わ
れ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

そ
の
頃
か
ら
、
京
大
人
文
科
学
研
究
所
分
館
で
行
わ
れ
て
い
た
今
西
錦
司
氏
の
研
究
会
に
加
わ
り
、
中
尾
佐
助
氏
と
出
合
い
、
照

葉
樹
林
文
化
論
を
取
り
入
れ
て
、
民
族
学
に
傾
斜
し
て
い
か
れ
た
。
そ
の
仕
事
が
評
価
さ
れ
て
、
梅
棹
忠
夫
氏
が
主
導
し
た
国
立
民

族
学
博
物
館
設
立
の
中
核
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
期
に
は
京
都
大
学
教
養
学
部
に
文
化
人
類
学
教
室
が
新
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
留
学
さ
れ
た
農
業
経
済
学
出
身
の
米
山
俊
直
氏
と
の
調
整
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
海
外（
国
際
）学
術
研

究
調
査
の
枠
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
民
博
か
ら
多
く
の
調
査
隊
を
派
遣
す
る
中
心
と
な
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
。
と
く
に
、
一
九
八
〇
年
、
最
初
の
中
国
訪
問
団
に
加
わ
り
、
同
国
へ
の
学
術
調
査
へ
の
扉
を
開
け
る
と
い
う
大
き
な
功
績
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を
残
さ
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
大
学
に
あ
っ
て
は
不
可
能
な
、
頻
繁
に
長
期
に
わ
た
る
海
外
調
査
が
で
き
る
と
い
う
恵
ま
れ
た

研
究
環
境
を
構
築
さ
れ
て
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
。

主
軸
と
な
る
研
究
テ
ー
マ
は
、
焼
畑
が
一
九
五
七
年
、
照
葉
樹
林
文
化
が
一
九
七
八
年
、
日
本
の
基
層
文
化
が
一
九
九
四
年
か

ら
と
移
行
し
て
い
る
。
著
書
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
四
、八
、十
四
編
と
な
る
。
一
九
七
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
稲
作
以
前
』（
三
冊
目
の

著
書
、
三
〇
版
を
重
ね
た
と
い
う
）に
よ
っ
て
当
時
の
ご
本
人
の
言
葉
で
「
異
端
の
学
説
」
を
発
表
し
て
以
来
、
次
々
に
論
を
展
開
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
が
、
最
後
に
出
版
さ
れ
た
著
作
が
洋
泉
社
の
歴
史
新
書
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
『
改
定
新
版
稲
作
以
前 

― 

教
科
書
が
ふ

れ
な
か
っ
た
日
本
の
農
耕
文
化
の
起
源
』（
二
〇
一
一
年
一
二
月
、
佐
藤
洋
一
郎
氏
の
解
説
が
あ
る
）で
あ
る
こ
と
に
、
五
〇
年
以
上
に
わ

た
る
活
発
な
研
究
活
動
と
研
究
者
と
し
て
の
名
誉
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
高
度
経
済
成
長
の
中
で
消
え
ゆ
く
焼
畑
を
研
究
す

る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
て
、
海
外
で
の
多
く
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
こ
な
さ
れ
る
中
か
ら
日
本
文
化
の
源
流
の
追
求
に
つ
な
げ

る
こ
と
は
、
当
時
ご
本
人
で
も
、
ま
た
学
界
に
お
い
て
も
想
像
で
き
な
い
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
が
市
民
権
を
得
る
に
至
っ
た

こ
と
に
畏
敬
の
念
を
覚
え
る
。
ま
た
、
先
生
の
強
み
の
一
つ
に
は
考
古
学
に
詳
し
い
こ
と
で
あ
る
。
苦
学
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
京

大
文
学
部
の
旧
陳
列
館
に
出
入
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
想
っ
て
い
る
。
最
近
、
別
の
ジ
ャ
ン

ル
の
書
物
に
は
考
古
学
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
長
年
の
研
究
に
対
し
て
は
多
く
の
評
価
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
が
、

二
〇
〇
四
年
の
南
方
熊
楠
賞
の
受
賞
を
最
も
喜
ん
で
お
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

本
書
に
収
め
ら
れ
た
論
文
の
各
章
の
ま
え
が
き
・
解
説
は
こ
の
本
の
た
め
に
新
た
に
書
き
お
ろ
さ
れ
た
。
す
べ
て
に
日
付
が
記

さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
最
も
古
い
記
載
が
二
〇
〇
八
年
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
に
『
照
葉
樹
林
と
は
何
か
』（
中
公
新
書
）

が
出
版
さ
れ
た
後
に
準
備
を
始
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
最
終
の
十
三
章
は
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

告
』（
一
九
八
八
）所
収
の
論
文
で
あ
る
が
、
図
表
も
含
め
て
徹
底
的
に
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
作
業
を
終
え
ら
れ
た
解
説
に
は

二
〇
一
一
年
十
一
月
十
七
日
、
八
二
歳
の
誕
生
日
と
記
さ
れ
て
い
た
し
、
最
終
の
原
稿
は
十
一
章
補
論
の
十
二
年
四
月
二
十
日
で
あ
る
。
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現
役
時
代
に
多
く
の
著
書
が
出
版（
共
著
を
含
め
て
五
十
一
冊
）さ
れ
た
が
、
そ
の
担
当
者
が
皆
退
職
し
て
し
ま
っ
て
出
版
社
と
の

つ
な
が
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
そ
こ
で
小
生
の
か
細
い
関
係
の
中
か
ら
、
関
西
の
出
版
社
が
連
絡
を
取
り
や
す
い
と

思
い
、
海
青
社
の
宮
内
さ
ん
に
お
話
し
て
、
引
き
受
け
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
め
て
三
人
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
折
、
偶
然

に
も
か
つ
て
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
書
店
か
ら
出
版
し
た
文
化
人
類
学
の
教
科
書
の
際
の
担
当
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
第
三

部
、
日
本
の
山
村
文
化
の
校
正
は
、
先
生
の
卒
業
生
の
一
人
で
あ
り
、
民
博
で
も
一
緒
に
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
松
山
利
夫
さ
ん
に
依

頼
す
る
よ
う
に
、
と
の
先
生
の
ご
指
示
も
あ
り
、
手
伝
っ
て
く
だ
さ
り
正
確
を
期
す
こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
最
後
に
専
門
分
野（
都
市
地
理
学
・
商
業
地
理
学
）の
異
な
る
私
が
な
ぜ
本
書
の
出
版
に
係
っ
た
か
の
経
緯
を
記
し
て
お
く

の
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
京
都
大
学
文
学
部
地
理
学
科
に
進
学
し
た
一
九
六
二
年
春
に
先
生
は
教
養
部
地
理
学
科（
主
任 

藤
岡
謙
二
郎

先
生
）の
助
手
か
ら
母
校
の
立
命
館
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
。
十
年
と
い
う
年
齢
差
は
微
妙
に
素
敵
な
距
離
感
で
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、

あ
る
夜
、
後
任
助
手
の
小
林
健
太
郎
さ
ん（
故
人
）に
誘
わ
れ
て
洛
西
、
太
秦（
太
子
道
）の
お
宅
に
伺
っ
た
。
そ
の
時
の
話
の
内
容
は

も
ち
ろ
ん
記
憶
に
な
い
が
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
楽
し
く
、
有
益
な
時
を
過
ご
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
厚
か
ま
し
く
も
、
た
び

た
び
一
人
で
夜
遅
く
伺
う
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
奥
様
は
じ
め
小
さ
か
っ
た
お
子
様
方
に
も
大
変
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
な

る
。
今
思
え
ば
、
後
に
民
博
に
赴
任
し
た
一
年
後
輩
の
端
信
行
君（
と
も
に
探
検
部
に
所
属
）と
前
年
五
月
の
連
休
に
岐
阜
県
徳
山
村

の
出
作
り
地
帯
を
歩
い
て
き
た
こ
と
が
、
先
生
と
の
距
離
を
近
く
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
う
。
そ
れ
か
ら
大
学
院
時
代
に
か

け
て
、
論
文
や
リ
ポ
ー
ト
で
行
き
詰
ま
っ
た
時
に
気
楽
に
話
を
し
て
、
適
切
か
つ
厳
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
た
し
、
小
生
の
初
め

て
の
外
国
行
き（
ペ
ル
ー
等
）に
際
し
て
も
見
ど
こ
ろ
を
示
唆
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
行
で
き
て
い
た
ら
、
ま
た
そ

の
後
展
開
さ
れ
て
き
た
都
市
人
類
学
と
い
う
分
野
に
気
付
け
ば
文
化
人
類
学
に
向
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
が
、
当
時
は
求
め

ら
れ
た
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
か
ら
そ
れ
を
断
念
し
た
。
他
方
、
資
料
や
写
真
の
整
理
方
法
な
ど
そ
の
後
の
研
究
者
と
し
て
必
要
な
技
能

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
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私
の
最
初（
一
九
六
〇
年
代
末
）の
就
任
地
は
改
組
さ
れ
て
間
も
な
い
埼
玉
大
学
教
養
学
部
地
理
学
科
で
あ
っ
た
。
隣
の
研
究
室
が

文
化
人
類
学
教
室（
川
田
順
造
さ
ん
が
抜
け
た
直
後
、
友
枝
啓
泰
さ
ん
一
人
）で
あ
り
、
授
業
の
手
伝
い
も
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
先

生
に
集
中
講
義
を
お
願
い
し（
石
川
先
生
に
も
非
常
勤
講
師
に
来
て
い
た
だ
い
た
）、
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
文
化

人
類
学
の
研
究
者
が
多
く
育
っ
て
い
っ
た
。
現
民
博
館
長
の
須
藤
さ
ん
は
そ
の
第
一
期
生
に
あ
た
る
。

実
は
先
生
が
民
族
学
博
物
館
に
移
ら
れ
て
ご
多
忙
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
お
会
い
し
て
い
な
か
っ
た
。
復
活
し
た
の
は

二
〇
〇
四
年
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
化
地
理
学
を
専
門
と
す
る
後
輩
の
久
武
哲
也
君
と
そ
の
二
月
に
地
人
書
房
の
石
原
さ
ん
を
偲

ぶ
会
の
席
で
、
戦
後
初
期
の
京
大
地
理
学
教
室
の
大
学
院
出
身
者
、
岩
田
慶
治
、
石
川
栄
吉
、
佐
々
木
高
明
氏
ら
が
民
族
学
に
移
っ

た
こ
と
を
地
理
思
想
史
の
立
場
か
ら
調
べ
た
い
が
、
面
識
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
ら
手
伝
え
る
よ
と
い
っ
て
、
そ
の

夏
、
東
京
で
最
初
に
石
川
先
生
か
ら
、
他
の
何
人
か
と
と
も
に
半
日
話
を
伺
っ
た
が
、
翌
年
春
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
そ
の
夏
に
佐
々

木
先
生
の
お
宅
で
二
人
で
聞
き
取
り
を
始
め
た
が
一
回
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
秋
に
彼
は
病
に
倒
れ
て
翌
年
に
亡

く
な
り
、
そ
の
続
き
は
出
来
な
く
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
先
生
の
お
仕
事
関
係
の
膨
大
な
デ
ー
タ
が
小
生
の
手
元
に
残
り
、
そ
れ
以

降
た
び
た
び
先
生
と
お
会
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
つ
先
生
が
論
文
集
を
出
版
し
た
い
と
い
わ
れ
た
の
か
は
記
億
に
な
い
。
先
生
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
な
ん
と
か
研
究
者
と
し
て

歩
め
た
こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
で
、
著
作
集
の
出
版
を
お
手
伝
い
で
き
る
こ

と
の
喜
び
を
感
じ
つ
つ
作
業
を
進
め
て
き
た
。
お
元
気
で
あ
っ
た
ら
こ
の
内
容
を
も
と
に
、
会
話
が
は
ず
ん
だ
ろ
う
に
と
の
心
残
り

が
あ
る
。
出
版
社
側
の
事
情
か
ら
校
正
に
手
間
取
り
時
間
が
流
れ
た
。

結
局
、
十
二
年
十
一
月
に
お
会
い
し
た
の
が
最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
、
本
書
を
お
元
気
な
う
ち
に
刊
行
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
、

慙
愧
の
念
に
堪
え
な
い
。

二
〇
一
三
年
八
月　
　
　

寺
阪　

昭
信
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